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ヤングケアラーな姉ですが、弟の担当医に溺愛されて幸せになります！
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【番外編】

余命１年の魔女ですが、死ぬ前に悪役を救おうとしていたら原作にない三角関係が始まっちゃいました!?


















１．ウェブ小説が完結する日













『私、呪われていて、もうすぐ死ぬんだ！』

　紅玉ルビー色の長い三つ編みを揺らし、ネイブル王国の魔塔に所属する『炎の魔女』アリューシャが叫んだ。

　迷いの感情が揺れるアリューシャの若菜色の瞳の前には、愛着のある風景が広がっている。

　よく晴れた夏空の下。場所は、王都リンドブルムの巨大な石門の外。足元では、丈の長い草が風にそよいでいる。

『なんだって？　死ぬ？』

『詳しく話を……』

　驚愕と心配の表情を浮かべているのは、二人の友人。漆黒の髪と菫色の瞳に小麦色の肌をした外交官ベルゼオールと、亜麻色の髪にミモザ色の瞳をした『地底の魔女』レメノリアだ。

　ここ一年の間、少しずつ親交を深めた二人は、ひとりで旅に出ようとするアリューシャに気付いて追いかけてきてくれたのだ。

（呪いの話や余命については、言わないで旅立とうと思ってたのに。私ったら、口が滑っちゃった）

　アリューシャは口を覆い、首を横に振った。

「ごめんね。今のは忘れて……私、なんともないから」

（別れを惜しんでくれる友達ができてよかった）

「数か月くらい世界旅行して帰るよ。二人とも大袈裟だな、一生のお別れみたいな顔して追いかけてきたから、私、からかいたくなっちゃったじゃない」

　呪いを解く方法は、ない。もうすぐアリューシャは死んでしまう運命だ。

　友人たちには「元気で生きている」と思わせて、ひとりでひっそりと死のう。アリューシャは、そう決めていた。

　魔女のレメノリアと外交官ベルゼオールが競うように声を返してくる。

「アリューシャ？　でも……すぐ帰るなら、魔塔を辞める必要ないよね、休職でいいはずだもの」

「俺はおかしいと思ってたんだ。アリューシャ、お前、いつも隠し事をしてる様子だった。俺は騙されないぞ」

　アリューシャは心配そうな二人から顔を背けた。

　友人たちは、あたたかい。自分を想ってくれている。……大好きな人たちだ。

「あまり仲良くしないようにしよう」と思っていたけど、いろんな人たちと仲良くなれた。

　別れがつらい、もっと生きたい、と思ってしまった。

『……っ』

　アリューシャの心に切なさの波紋が生まれた。胸の奥にしまい込んでいた感情が、次から次へとあふれ出す。かなしい。つらい。死にたくない。

　泣いちゃダメ。そんなことを想っちゃダメ。なんでもないよって顔で、二人を振り切って逃げちゃおう。自分を叱咤しつつ、アリューシャが一歩踏み出そうとした時――

「アリューシャ！」

　たった一言で、善良な人柄が伝わるような。夏の暑気をやわらげて爽快さを感じさせてくれるような。日なたを、さらにパァッと明るく感じさせてくれるような。

　そんな美しく、凛とした青年の声がした。

「……シュベール様！」

　ヒマワリのような黄金色の髪に、空色の瞳をした美青年は、純白のマントをひらりと翻してアリューシャを後ろから抱きしめた。

　ヒーローは遅れてやってくる。そんな異世界のお約束を体現するかのように、アリューシャにとって特別な存在――精霊に愛され、真実を見つける瞳を持つ『神聖調停者』シュベールが駆け付けたのだ。
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「……シュベール様～～っ！」

　スマホで小説を読んでいた読者は、用意していたハンカチを目に当てた。

　ミルキーホワイトのベースカラーにライトピンクの柄のハンカチは、彼氏からのプレゼントだ。「大人のガーゼ」と言われる優しい手触りで、「小説を読むときにどうぞ」と言われている。

　なぜそんなことを言ったかというと、彼氏がこの小説の作者だからだ。

「最終話、最高なんだけど～～!!」

　小説の愛読者であり、作者の彼女である田中たなかつむぎは、二十五歳。

　肩甲骨あたりまで伸ばしている長い髪はゆるくウェーブのかかったチョコレート色で、今は首の左側にシュシュで結び、前に垂らしている。目はぱっちり、大きめだ。お風呂上りで、もこもこ生地のパジャマ姿。

　つむぎは、過去を振り返った。

　両親が死んだ日のこと。歳の離れた病気がちな弟、みやびを後ろに乗せてママチャリを漕いだ日々のことを。

　そして、小児科のお医者様、恵一けいいち先生のウェブ小説を、初めて読んだ日を。

















２．毒親家庭のお姉ちゃん、気分はママ












　田中つむぎは、毒親家庭のヤングケアラーだった。

　事の発端は、母が亡くなってすぐに父親が再婚したことで、新しい母親には赤ちゃんがいた。それが、弟のみやびだ。つむぎとみやびとの年齢差は、なんと十五歳。

「父が浮気をしていたのだ」と知った時は、ショックだった。

「お父さん、不潔！」なんてありきたりな感想だけど、まさにそんな感情を抱いてしまった。

「前の奥さんの子なんて。しかも、もう十五歳？　うそぉ」

　一方、再婚相手は、つむぎ以上にショックを受けていた。父は、つむぎのことを秘密にしていたらしい。「子持ちは自分の側だけ」と思っていたわけだ。この再婚相手が、二十三歳と若かった。お母さんというよりお姉さんな年齢差だ。

「無理」

「無理よ」

　再婚相手とつむぎは完全に同じ意見で、家庭内はぎこちない空気になった。そんな二人に挟まれても、無責任で不誠実な父親は、どちらにも詫びることがなかった。

「誰のおかげで食っていられると思ってんだ。文句を言うなら俺より稼いでみろ」と言い放つ父は、どう考えても「モラハラ男」といわれるタイプ――ドクズ男である。

　しかも、つむぎは再婚相手の女性のＳＮＳアカウントを見つけてしまった。そこには、ドン引きしてしまうような発言が並んでいた。

『働いたら負けってガチだと思う。あたしぜったい働かなーい』

『不倫相手、なかなか奥さんと別れてくれない。働きたくないし、赤ちゃん作って責任取ってもらおうかな』

『奥さんが死んでラッキーって思ってたら、子持ちだった。しかも十五歳だって？　ありえる？』

『赤ちゃん嫌い。面倒みるのやだ。でも子供いると養ってもらえるから』

（さ、再婚相手、すっごいクズだーーー!!）

　戦慄するつむぎの耳に、赤ちゃんの泣き声が聞こえる。母親である再婚相手の女性は、「コンビニ行ってくる」と言って三時間も帰ってこない。

　父親は、ギスギスした空気の家庭にはあまり帰りたくない様子で、不在がちになっていた。……もしかしたら二人でデートしてたりする可能性も？

「うわああぁん、うわぁあん」

（かわいそう。この子、この先の人生どうなっちゃうんだろう）

　つむぎは赤ちゃんに同情して、スマホで「赤ちゃんのお世話方法」と検索し、面倒を見るようになった。再婚相手は、そんなつむぎに「あっ。助かるわ、任せた。あたし、子どもが苦手なの。今日からつむぎさんがママってことでよろ！」と言ってのけた。






「あたしね～、子どもの世話とかしてる暇ないの。遊びに行くから面倒みといてね。つむぎさんは大きいから家事できるでしょ。掃除と洗濯もやっといて」

　こうして、つむぎは赤ちゃんを育て、家事に追われる学生生活を送った。

　高校には通ったが、中退した。毒親だった両親が、子供を置いて旅行に出かけた先で事故に遭い、亡くなったからだ。

　父方の親戚は「つむぎちゃんはもう大きいし。うちは余裕ないし」と関わりたくないオーラを出してきて、再婚相手は、家を出て家族との縁を切っていた。亡くなった母の実家はというと、祖父祖母ともに病気で他界済……。

「あの、私たち、いいです。なんとかします」

　生命保険や貯金、遺産相続もある。

（私は家事も仕事もできるし、なんとかなるよね）

　つむぎはそう思って自立宣言をして、弟と二人の生活を始めた。

　始めた後で気づいたのが、いろんな手続きがかなり面倒で、大変だということ。再婚相手に借金があって、貯金が勝手に使い込まれていて、かなり残額が少なかったこと。遺産も思ったよりなかったことだ。

「私の良いところは、健康ってところだ。頑張れる」

　……なんとかなれ！　と、つむぎは自分を奮い立たせた。負けるもんか、と思った。

「みやび、お姉ちゃん頑張るからね」

「……こほん、こほん」

「あっ。みやび、熱があるね。病院いこっか」

　ぎゅっとつむぎに縋りついて来る弟のみやびは、よく熱を出す子だった。

　子供は体調をよく崩すというが、心配だ。それに、発育も遅い気がする。家庭のストレスや愛情不足が原因だったら、と思うと、つむぎは胸が痛んで仕方ない。

「お姉ちゃんがついてるからね。大丈夫だからね」

　つむぎは慣れた手つきで熱を測り、みやびを連れて、かかりつけの小児科に向かった。姉というより、気分はママだ。それが、十七歳の時。それから八年、つむぎは弟を育てて生きてきた。

　二十五歳になった現在は小さな会社の契約社員で、週五日勤務、一日八時間労働、月給は手取り十五万。仕事が終わると弟のために急いで帰宅し、休日も弟と一緒。彼氏いない歴二十五年。好物は貝料理と、パスタと、たまに贅沢して食べる回転寿司。なかでもサーモンだ。弟が独り立ちするまで姉ちゃんが面倒みるからね！　と意気込んでいる。

「おはよう、みやび。熱はどう？」

「おねえちゃん、おはよう……ごほっ、ごほっ、まだ、熱ある」

　十歳になった弟みやびは、相変わらず体が弱くて、よく熱を出す。

　天然のチョコレート色をした髪は猫っ毛で、やわらかな頬のラインや、ハーフパンツから覗く足がいたいけな感じだ。目は釣り目がちで、学校では「みやびくんって、きついこと言いそうな美少年かなって思ってたら病弱はかなげキャラなんだ」とからかわれたらしい。

　みやびは優しくて、たまに生意気で、かと思えば殊勝なことを言ってみせたりする子だ。きついことなんて言わない。姉は「いじめられてない？」と確認したが、みやびは「それ言ったの、カナちゃんだよ」と照れたようにはにかんだ。カナちゃんという女の子は、みやびの片想い相手らしい。

　姉弟は、平均よりも背は高めで、やせ型。栄養は意識してバランスよく摂っているので、これは体質なのかもしれない。

「病院、いこっか」

　職場に連絡を入れると、午前中はお休み扱い。午後からリモートで仕事をすることになった。幸い、つむぎの職場は淡々とした人間関係だ。

　コロナ禍でリモート業務が導入されたのも原因の一つかもしれないが、働く人のことを「人間」というよりは「労働力」として割り切っている。業務に関係しないコミュニケーションは皆無だ。

　決められた時間内に淡々と業務をこなして、業務に関することのみを事務的にやりとりし、提出物を提出するだけの関係。他の社員がどんな人か全然知らないし、誰がいつ辞めたとかもわからないし、飲み会もない。

　何かトラブルがあって仕事ができないときは、前の日までならネットで申請。当日なら電話で。

「弟が熱を出したのでお休みします」と言っても、渋られることはなく「わかりました」で終わる。そんな職場だ。

「ん。おねえちゃん、いつもごめんね」

「みやび、気にしなくていいの。みやびはお姉ちゃんの大事な家族だよ。家族が家族のために心配したり、支えたりするのは当たり前のことなんだから。あと、お姉ちゃん推しの先生に会えるから嬉しいよ」

「おねえちゃん、ぼくの担当のお医者様、好きだもんね……ごほっ」

「みやび、念のため言っとくけど恋愛の好きじゃないからね。推しでファンなだけだよ。人生のご褒美なの！」

　つむぎはママチャリの後ろにみやびを乗せた。熱のある弟が落ちるのを防止するために紐で自分と弟の体をぐるぐる巻いて、弟に「お姉ちゃんにしがみついてね」と言って、よーいスタート。ゴールは小児科だ。

「みやび、いっくよー！」

「おねえちゃん、おんぶ紐ははずかしいんだよね、ごほっ」

「恥ずかしがってたら生きていけないの。安全第一！　強く生きていこう、みやび！」

「おねえちゃぁん！　今カナちゃんがいたよ！　見られてたらどうしよう～～！」

「カナちゃんにみやびの全部をさらけ出して受け入れてもらおう。それが愛だよ！」

　実際のところ、「それが愛だよ！」と言ってるつむぎには、恋愛経験がない。でも、なんとなく「愛ってこんなものだよね」みたいなイメージはある。それは、つむぎが両親からもらえなかったものだ。すごく貴重なもので、キラキラしてて、あたたかくて、綺麗で幸せな何かだ。つむぎはそれをみやびにありったけ注いで、幸せにしてあげたいと思って生きている。

















３．推し活、幸せ、問題なし？












　かかりつけの小児科は、大きな病院だ。新生児から成人までを対象に、あらゆる疾患を診てくれる。到着したとき、みやびは「ぼく、ショックで熱あがった」と頬を膨らませていた。

「こんにちはー、お待たせしました」

　いつもの先生、佐藤さとう恵一先生は、三十二歳。

　さらりとした黒髪に、嫉妬しちゃうような透明感のある肌をしている。目元は切れ長で、涼やか。白衣が似合っていて、理知的で、笑顔がどこまでも優しい。

　独身らしく、「そろそろ相手を探せと言われてるんですけど、休日はつい趣味に勤しんでしまうんですよね」と看護師さんと喋っているのを聞いたことがある。

　子どもへの愛情が伝わる喋り方をする人で、イタズラされたらわざと引っ掛かって、「わぁ、びっくりした！」と大袈裟にリアクションできる人だ。子どもが「怖い話知ってる？」と話し始めれば、あまり怖くない話でも怖がって子どもを喜ばせてあげる人だ。そういう姿を見るたびに、つむぎは胸をキュンキュンさせている。

　イケメンなお医者様と自分とでは、ワンチャンすらないだろうけど、「先生は今日も素敵だなあ」ってうっとりしているだけで幸せ！　以上、問題なし！　つむぎは、そう思っていた。

　恵一先生は、診察室を自ら開けて迎えてくれる。背の高い先生なので、つむぎはいつも視線を合わせるとき、見上げる姿勢になる。

「こんにちは、みやびくん。元気？」

　恵一先生は、春のひだまりみたいに優しく微笑む。声も美声で、丁寧な喋り方。聞いていると癒される――耳が幸せ、って言われるタイプだ。

「ぼく、熱があるんです」

「どれどれ、測ってみましょうね」

「あと、おねえちゃんがすごかった」

「……つむぎさんはいつもパワフルで、先生も感心しています」

（みやびのおかげで感心されちゃった！）
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　つむぎはスマホを握りしめた。時間を巻き戻せるなら、今の言葉を録音して毎晩聞きたい。

「恵一先生が感心してくださるなら、私、次からダンベル持ってきてもっとパワフルなところ見せちゃいます！」

「ダンベルですか。じゃあ、持ってきてくれたら、僕もしてみようかな？」

　――つむぎの恵一先生メモ①

　恵一先生は、患者の子供に話すときの一人称が「先生」、家族に話すときの一人称は「僕」だ。

　ちょっとした一人称の変化も、つむぎにとっては萌えポイントなのである。

　楽しい気分でいっぱいになっていると、みやびが「体温測れたよ」と口を挟む。

「先生、おねえちゃんったら、先生に会えるからぼくに熱を出せって～」

「みやび!?　お姉ちゃんそんなこと言ってないよ!?」

　姉弟の言い争いを微笑ましそうに見守って、恵一先生はカルテにペンを滑らせた。

「みやびくん、ちょっと熱がありますね。でも、安静にして、お薬を飲んだらすぐによくなりますよ。お薬出しますね」

「ありがとうございます、恵一先生」

「お大事に」

　恵一先生推しのつむぎは「今日の恵一先生、ちょっと元気がなかったかも」と気づいてしまった。気付いたからといって、わざわざ私生活を尋ねるような間柄でもないのだけど。

　みやびにお薬を出してもらった帰り。会計を済ませて待合室を出て帰ろうとしたとき、看護師が話す声が聞こえた。

「恵一先生、ウェブ小説書いてるって知ってた？」

「え!?　なにそれ」

　恵一先生の話だ。

「おねえちゃん、ぼく先に行っちゃうよ」

「ごめん、みやびちょっと待って」

　つむぎは興味津々で耳を澄ませた。

「なんかねー、『さとう恵一』ってペンネームなんだって」

「あっは、やだぁ、先生。ペンネームが本名そのままなんだ？」

「『スコッパーが見つけてくれたらいいんですけど埋もれっぱなしなんですよね』って愚痴るから、『なんですかそれ、わかりませーん』って言ったら」

「ふんふん？　言ったら？」

「『そうですよね、すみません』で話終わった！　なんっか、しょんぼりしてたわぁ」

「お疲れなのかな？」

（本当に意味がわからない！）

　つむぎは首をかしげて――ハッとした。ぺったん、ぺったんとスリッパで先に行こうとしたみやびが、よろけて転びかけて。

「おっと」

　ちょうど診察室から顔を出した恵一先生がサッと手を差し伸べて、みやびを支えていた。

「すみません！　ありがとうございます……！」

「お気をつけて」

　恵一先生はポケットからキャンディを二人分出して渡してくれて、入り口まで送ってくれた。

「本当にありがとうございます」

　頭を下げるつむぎの前にしゃがみこみ、恵一先生は下から顔を覗き込むようにした。

「つむぎさんは、いつも頑張っていて偉いですね」

　つむぎはドキリとした。誰かに「偉いですね」と言われたかったのを、見透かされたような気がしたのだ。欲しかった言葉を見抜かれて、医者として言ってくれたような気がしたのだ。

「……」

　喉が詰まったみたいに、うまく言葉が出て来なくなった。みやびを待たせちゃいけないし、先生も多忙なんだ。そんな焦燥感が湧くが、先生はつむぎに優しかった。

「周りの人をもっと頼っても大丈夫ですよ。今日はこの後お仕事ですか？」

「あ、……そうなんです」

　先生は、心配そうな顔をした。

「無理しないでくださいね」

　その声がとても優しくて暖かかったので、つむぎは頑張れそうな気がした。

「ありがとうございます。私、あの、……頑張ります！」

「あ、いえ。頑張りすぎなくていいですよって言いたかったんですが」

「ぜんっぜん無理じゃないので、頑張ります！」

「あっ、そうでしたか……？」

　つむぎは一番元気だと思う自分をイメージして、にっこりと笑った。

「おねえちゃんは、先生が好きなんだよ～」

「こら、みやびっ。あの、推しとかファンとか、そういうのなので！」

　みやびが余計なことを言うので、つむぎは大慌てで説明して、病院を後にした。

















４．この小説は更新されていません












　帰宅してから先に職場に連絡を入れた。そして、お昼ごはんを作ってから、スマホで『さとう恵一』を検索してみた。

「『さとう恵一』……？」

　ちょっとお行儀は悪いが、オムライスをつつきながらスマホ画面の検索結果をスクロールすると、それらしきページが出てきた。

「あー、『小説家になろう』だ」

『小説家になろう』は、有名な小説投稿サイトだ。とはいえ、利用したことはなかったが。

「『さとう恵一』のページだって。小説あるや。見つけちゃったぁ……えっ、これ、本当に恵一先生？　この小説、恵一先生が書いたの？　読んでいいの？」

　タイトルは『呪いつむぐ恋』。

　未完結で、「この小説は長期間にわたって更新されていません」というメッセージが表示されている……。

「看護師が話題にしていたスコッパーってなんだろう？　これを見つけたらどうなるっていうの？」

　スコッパーというワードで検索するが、よくわからない。

　うーん？　と眉を寄せていると、ピコンッとスマホの通知音が鳴った。幼馴染で同じ年齢のメガネ男子、大沼おおぬま千尋ちひろからのＬＩＮＥだ。







千尋：おい

千尋：おい

千尋：俺が話しかけたら３秒以内に返事しろって言ってるだろ








　ピコンッと怒っている白クマのスタンプが送られてくる。可愛い。

「千尋からのＬＩＮＥだ」

　千尋は、いつも偉そうだ。

　でも、つむぎの家庭環境を知っていて、心配してくれている……と、思う。

『ごめん』

　謝罪から入って、ついでに聞いてみる。

『ねね』

『？』

『スコッパーって知ってる？』

　千尋は、スコッパーを知っていた。

　教えてもらった情報によると、ウェブ小説サイトで埋もれた作品を見つけ出しておすすめする人のことらしい。

「なにそれ？　……あっ。仕事しなきゃ。小説は終わってから読もう」






　つむぎはスマホのブラウザを閉じて、ノートパソコンで仕事を始めた。そして、業務が無事終わった後、夕食とお風呂を済ませてから、小説を読んでみた。

















５．異世界転生ウェブ小説を読む













『呪い紡ぐ恋』１話――。






「この世界、『空からの英雄』――小説の世界だ！」

　自分が異世界転生したと気付いたアリューシャは、17歳。元孤児で、努力して魔塔に入った魔女――不憫で努力家で才能がある女の子だ。三賢人、と呼ばれる魔塔のトップ３の一人「霧の魔女ミスティカ」を師匠に持ち、後継者と目されていた。

　しかし、アリューシャはある日、前世の記憶を思い出した。前世はブラック企業勤めで、過労死したのだ。死ぬ直前に読んでいたのが、『空の英雄』という小説だった。

『空の英雄』は、シュベールという神聖調停者が主人公だ。

　シュベールは23歳。ヒマワリみたいな黄金色の髪に、空色の瞳の美男子だ。

　神聖調停者とは、作中世界において裁判を担当する国家公務員。騎士の上級職にあたり、まず騎士の資格があってそこから難関試験を受けて合格することで資格を取得。実務経験を経て一人前になれる。書類仕事もするし裁判もするし、剣の腕もある――というエリート職だ。

　ストーリーとしては、相手からは嫌われているけどシュベール側は「友人だ」と思っていたベルゼオールというキャラが悪事を企む。シュベールは「ベルゼオール、どうしてこんなことをするんだ！」と、彼の悪事を阻止していく。ベルゼオールがトラブルを起こしてはシュベールが解決するお約束展開を繰り返して、ラストでベルゼオールが死ぬ。

　死んだ後で「実はベルゼオールは１年後に死ぬ呪いにかかっていた。死ぬ前にシュベールを英雄にしようと思った」という真相がわかる悲劇的なブロマンス小説である。

　アリューシャは、ベルゼオールが推しキャラだった。アリューシャだけじゃない。ベルゼオールは人気があった。

　悪役ベルゼオールは、23歳。漆黒の髪と菫色の瞳、小麦色の肌の……こちらも美男子だ。外交官の家に生まれた次男坊だが、厳しい父や優秀すぎる兄、友人のシュベールへの劣等感などでひねくれた性格になった男だ。元々素行に問題があって評判が最悪だった。

　原作では呪われて余命１年になり、「どうせ死ぬなら友人シュベールの引き立て役になって死ぬ」と言って、友人の名声をあげるために悪役の立ち回りをして死んだキャラである。

　不器用なライバルキャラのツンは、それだけで萌える。その上、自ら悪役を買って出て、悪役として主人公を意図的に引き立てて死んだのだ。しかも、その真実を読者以外知らないのだ。

　彼の尊さに悶絶する読者たちは、「誰かベルゼオールのことをわかってあげて！」とか「ベルゼオールを救いたい！」とＳＮＳを賑やかせていたものだ。

　と、そこまでを回想したアリューシャは、ハッとした。

　……待って。ベルゼオールは、今の時点ではまだ呪われてない。アリューシャは興奮した。

「もともと前世で死んでるし、この人生はおまけのご褒美タイムみたいなもの。だから死んでもいい！　……私がベルゼオールの代わりに呪われて死ぬわ！」

　アリューシャは、嬉々として悪役ベルゼオールを庇って呪われた。

「なぜ俺を庇った!?」

「転生前の推しだったので！」

　余命１年だけど病気で弱って逝ったりはせず、タイムリミットまでは超元気に日常生活ができるので、アリューシャは余命を隠して、推しを見守りながら１年を過ごすことにした。

　数日後、国の行事に参加すると、ベルゼオールが寄ってくる。そして、帰国したシュベールと初対面の出会いを果たした。



















６．小説投稿サイトの埋もれる仕組み












「これ、恵一先生が書いたの？」

　つむぎはびっくりした。

　物語が書いてある。現実世界とは違う、ファンタジー世界のお話だった。

『スコッパーが見つけてくれたらいいんですけど埋もれっぱなしなんですよね』

　――恵一先生は、そう愚痴っていたらしい。

「埋もれっぱなしって、なに？」

　そんな疑問を胸に日課のストレッチをして、つむぎはスマホに手を伸ばした。ＬＩＮＥチャットで疑問を投げかける相手は、千尋だ。

　狭いマンションの部屋は、ワンルーム。みやびを起こしてしまうので、騒がしくはできない。なので、電話を使うことは滅多になかった。







千尋：供給過多なんだよな。

つむぎ：供給過多？

千尋：新着一覧ってあるだろ？　投稿するとそこに載るんだ。

つむぎ：あー、ここね。あるある。

千尋：でも、このサイトって投稿数が多いから、一瞬で他の作品に流されて、目につかなくなるんだよ。そんで、誰からも読まれねーってなる。こういうのを『埋もれた』っていう。

つむぎ：ありがとう千尋。理解した！








　つむぎは白ネコが『ありがとう』と言っているスタンプを送った。恵一先生は、その「埋もれた」を嘆いていたらしい。理解したよー、と話を切り上げようとしたが、千尋はさらに話を続けた。

　千尋は物知りで、教えたがり魔だ。自分の蓄えた知識や考えを教えるのが大好き男なのである。たぶん、今ごろメガネをクイクイしながら楽しそうにチャットしてる。







千尋：一瞬の表示時間で目に留まる必要があるから、長くて『どんな内容か』がわかるタイトルが多いんだ。

つむぎ：あー、確かに。タイトルだけでどんな主人公が何をするお話かがわかるね。

千尋：タイトルで選んでもらったら、次は短さだ。

つむぎ：短さ？

千尋：このサイト、ランキングがあるだろ。ランキングは、一瞬じゃなくてずっと掲載されるんだ。だから、新着と比べものにならないくらい、読者の目に留まるんだ。

つむぎ：ほんとだ。日間は１日中で、月間は一か月ずっと？　すごいね！

千尋：まず日間に載るには……今日の一番下のやつのポイントを見るとだな、１日で評価ポイントを２４０ポイントほど取らないといけない。一人の読者が入れられるポイントは、お気に入りで２ポイント、評価が最大10ポイントなんだ。








　そうなると、最大のポイントを入れると仮定した時に、一日で二十人がポイントを入れる必要があるのだ。つむぎはピンときた。







つむぎ：あー！　だから、短い方が『読み終わったから評価しよう』ってなって、有利なんだね！

千尋：そうそう、その通りだよ。ついでに言うと、このサイトは女性向け作品がランキングの９割を占めている。








　千尋は、スコッパーについて教えてくれた。チャットがどんどん長文になっている。これはもう、満足するまで止まらないやつだ。でも、おかげでだんだんわかってきた。







千尋：スコッパーは、お前みたいに検索するタイプの読者だ。新着やランキングには出ていない作品も、検索したら見つけられる。こういう小説サイトって、読むのが大好きな読者はランキング作品を読んで、それでも足りねーって言って検索して自分好みの作品を発掘するわけ。









千尋：しかも、気に入った作品を他人に勧めてくれるタイプもいてさ……そのタイプのスコッパーに発掘されて読者が増えたり、絶望的だったランキングに掲載されて書籍化まで行った作品がいくつもあるんだ








　それって、すごくやりがいのありそうな……推し活ってやつじゃない？　つむぎは目を輝かせた。

「私、それ……やる！」

　その日、つむぎはスコッパーになった。









　　　◆◆◇◇◆◆◇◇◆◆









　推し活とは、自分のイチオシを決めて、様々な方法で応援する活動だ。

　そこに見返りはない。応援すること自体が、楽しいのである。推し（応援したい人）の笑顔、最高！

「待ってて、恵一先生」

　つむぎはウェブ小説サイトにアカウントを作った。読者ネームは「スコップさん」だ。誰が見ても「あ、この人スコッパーなんだな」とわかるようにしてみた。

　恵一先生の小説だけをいきなり「この小説、おもしろいでーす！　おすすめ！」と宣伝しても、応援効果は薄い。下手すると「本人か身内では？」と思われてしまう。それは、本人のためにならない。

　なので、つむぎは恵一先生の小説の前に、ランキングにある小説や自分の興味がある小説をいっぱい読んで「レビュー」を書くことにした。

　小説サイトには「感想欄」と「レビュー欄」がある。「レビュー」は、商品体験レポートみたいなイメージだ。「この作品おもしろいよ！　読んでみてね！」もしくは「こんな苦手要素があるので、苦手な人は気を付けて」といった注意を書いたりする。どちらも、「この作品読もうかな、どうしようかな」という判断材料として役に立つ。

　幸い、ランキングにある小説はどれも短い。三分もあれば一作品が読めてしまう。内容も似たものが多い。これは「テンプレ短編」といって、サイトごとに人気の話のパターンがあるのだとか。







千尋：つむぎ、読み専が集まるネットコミュニティがあるけど、入るか？

つむぎ：うん。お金がかからないなら、入ってみようかな？








　読み専とは、「小説サイトで小説を書くことはなく、読む専門」の人のことだ。ランキングだけ読むとか、好きな作者の作品だけ読むとか、スコッパー活動（スコップという）をするとか、その活動には幅があるらしい。

　千尋が教えてくれたチャットコミュニティは、ＬＩＮＥに似ていた。そこでは参加者が日々「この作品面白かったからおすすめ」とか、「こういう作品を読みたいけどおすすめある？」とか、情報を交換していた。







千尋：英語を勉強するときに、浴びるほど英語を聴けとか言うだろ？　あれって何に対してもそう。詳しくなりたかったら、その話題をたっぷり浴びる環境にいるといい！








　博学の千尋が言うと、説得力がすごい。







つむぎ：ありがとう千尋。よーし、私、詳しくなるよ！








　つむぎはチャットコミュニティに入り浸り、どんどんウェブ小説に詳しくなっていった。









　　　◆◆◇◇◆◆◇◇◆◆









「みやび、おやすみ」

「うん。おねえちゃん、おやすみなさい。おねえちゃんも早く寝てね」

　仕事が終わった後、家事をして、寝るまでの時間に「さあ、今日もお楽しみの時間」とスマホを見る。そんな生活が当たり前になって、二週間。つむぎは余暇の時間にひたすら小説を読み、チャットコミュニティのメンバーと感想を語り合い、おすすめし合い、レビューを書いた。キーワード検索や除外検索も使いこなしていて、好みに合う小説を検索で探すこともできる。もう立派に「趣味です」と言えるレベルだ。「スコップさん」の名前にも、なじんできた。







千尋：お前、そういえばさ、なんでスコッパーになったんだっけ？








　ふと千尋に言われて、つむぎは「あっ、そういえば」と思い出した。






「やばい、私、最初の目的を忘れてた。恵一先生の小説どうなったかな」

　恵一先生の小説は、アカウントを登録したての頃に一度、一話を読んだきりだ。その頃は「お気に入り」という機能を知らなかったので、お気に入りすらしていない。

　つむぎは恵一先生の小説を検索してみた。あまり読まれずにいると、ウェブ小説作家の中には小説を削除してしまう人もいる。恵一先生がそうだったらどうしようかと思ったが、幸い、恵一先生の小説は残っていた。

　知識をつけた今なら、小説の閲覧数もチェックできる。つむぎがチェックしてみたところ、恵一先生の小説は確かに『埋もれていた』。埋もれてる小説ってこんな数字だよ、というお手本みたいな数字だった。

「さあ！　恵一先生の小説を読むぞー、おすすめするぞー」

　まずは、読むところから。つむぎは恵一先生の小説をもう一度、あらすじから読んだ。

「あらすじは……異世界転生。剣と魔法の西洋風ファンタジー世界。現代日本人の主人公は転生して魔女になり、その世界が小説の世界だと気付く。小説に出てくる悪役ベルゼオールは、好きなキャラだった。主人公は悪役を助けて余命一年になる。（ただし、病気で弱っていったりはしないものとする）。タイムリミットまでは日常生活に支障なし。アリューシャは余命を隠し、ベルゼオールの幸せを願うが……」

　あのイケメン小児科医の先生が一生懸命に女性視点のお話を書いている姿を想像すると、にやにやする。つむぎは両手で頬をおさえた。

「よし、本文を読むぞ！」

















７．魔女さんを困らせちゃいけないよ













『呪い紡ぐ恋』２話






　ネイブル王国の建国祭の日。

　三角屋根の家々の窓から紙吹雪が舞う中、アリューシャは魔女としての任務に就いていた。任務は簡単で、パレードを魔法で華やかに演出すること。もちろん、トラブルがあった時に対応するのも仕事の内だ。

　紅緋ルビー色の長い三つ編みを揺らして短杖ワンドを振り、花火を打ち上げると、王都の子どもたちが満面の笑顔で喜んでくれる。都市の風景や文化は異世界だし、人種も元いた世界とは違うけど、つむぎはこんなちょっとした瞬間に「この世界に生きている人たちも、元いた世界の人たちと同じ人間だな」と思うのだった。

　子どもにニコニコしていると、突然、声をかけられる。

「おいっ、お前……やっと見つけたぞ。あの時なぜ俺を庇った？」

　ベルゼオールだ。貴族らしさのある上質な生地のシャツの上に黒のテールコートを羽織っていて、腰にはレイピアを佩はいている。漆黒の髪は日差しに美しい艶をみせていて、顔色はいい。

　アリューシャは「推しが元気そうでよかった」と思った。

「聞いてるのか？」

　眉を寄せる顔立ちは、彫りが深い。

　元の世界の感性だと、「海外の俳優さんみたい」。

　見惚れていると、もう一人、別の声が割り込んできた。

「ベルゼオール、どうしたんだ？　任務中の魔女さんを困らせちゃいけないよ」

　柔らかな口調で割り込んだ青年は、とびきり美しかった。雪のような肌に、優しげな顔立ち。長い睫毛に縁どられた瞳は、綺麗な空色だ。真夏のヒマワリを思わせる黄金の髪は、きらっきらに輝いていた。

　神聖調停者であることが一目でわかる制服姿の彼に、アリューシャは目を見開いた。

　主人公だ。小説、『空の英雄』の主人公、『死にゆく友人の自己犠牲と献身でつくられた、虚しく哀しい理想の英雄』シュベールが目の前にいる。



















８．スコッパーに人気の作品は












　スマホが振動する。

「あっ、もう寝なきゃ」

　つむぎは小説に没入していた意識を現実に戻した。夜更かししないよう、寝る時間になったらバイブが震えるよう設定していたのだ。

「せっかくだし、ひとことでも感想書いて寝よう」

　もしかしたら今この瞬間に、恵一先生が「この小説、削除しよう」と思っているかもしれない。続きを読もうと思ったときに消えていたら悲しすぎる。つむぎは感想欄を開いた。当然のことではあるが、この小説に投稿された感想はゼロだ。







スコップさん：魔女の主人公ちゃんええなあ！　今日から読み始めたから、もしよかったら作者さんは読み終わるまで削除しないでください。余命一年がどうなるか気になってます。








「これでよし」

　なお、「スコップさん」は微妙にエセ関西弁訛りだ。スコッパーコミュニティの中ではよく使われている喋り方で、猛虎弁と呼ばれているらしい。

「恵一先生、感想見てくれるかな？」

　ドキドキしながら布団に入って目を閉じるが、なかなか眠ることができない。

（もう感想見たかな？　まだ気づいてないかな？　もしかして……返信がきてたりして！）

　ついつい、スマホに手が伸びてしまう。でも、だめだ。社会人は体が資本！　睡眠不足になったらミスしやすくなっちゃうし、寝る時間にはしっかり寝なきゃ！

　誘惑を振り切ってなんとか眠り、翌朝スマホをチェックすると、感想に返信がついていた。

（わ～～～!!　私の感想、読んでくれたんだーー！　お返事くれてるーー!!）







さとう恵一：読んでくださり、ありがとうございます。初感想で興奮しました。更新をやめて退会しようと思っていたところでした。この小説は途中で更新が止まっていますが、それでもよければお楽しみください。








「よかった！　退会しちゃうところだったんだ……！」

　危ないところだった――つむぎは胸をなでおろし、毎日の隙間時間を利用して少しずつ小説を読み進めた。









　　　◆◆◇◇◆◆◇◇◆◆










『呪い紡ぐ恋』３話






「えっ、気に入ったって……？」

　ベルゼオールに言われて、アリューシャは困惑した。推しキャラ美男子に気に入られたと言われるのは、正直嬉しい。しかし、自分は余命１年で、遠くから推しキャラたちを見守ろうと思っていたところだったのだ。

　……自分もそうだが、これから死ぬ人が新しい友人をつくっても、お互いつらくないだろうか？

　死ぬこと自体は、二度目の人生ということもあり、あまり怖いとは思わなかった。ただ、人間関係には気を使ってしまう。

　アリューシャが悩んでいると、別の人物が介入してきた。

「ベルゼオール、何をしているんだ？」

　アリューシャは、世界が色彩を鮮やかに変化させたような錯覚を覚えた。爽やかな美声の主は――シュベールだった。

　ヒマワリみたいな、明るくて生命力を感じさせる黄金色の髪。澄んだ空色の瞳。白を基調とした神聖調停者の制服を着ていて、ゆったりと背にマントをなびかせているのが、風を感じさせた。

　顔立ちは完璧に整っていて、光の化身みたいに特別な存在感がある。誰もが振り返り、目を奪われる美形――主人公オーラと呼ぶようなものが、彼の全身から醸し出されていた。











　　　◆◆◇◇◆◆◇◇◆◆









「これ、三角関係ものかな？」

　小説を読む手を止めて、つむぎは呟いた。

　恋愛小説は最初に出てくるキャラが恋愛の本命相手キャラであることが多い。

　最初に登場するベルゼオールは、もともとアリューシャの推しキャラでもあって、好意も寄せてきた。その後で、シュベールが出てきたのである。『精霊に愛され、真実を見つける瞳を持つ』と呼ばれる、特別な神聖調停者だ。

「どっちが本命かな。推しになったキャラが恋に破れたらショックかも……」

　ドキドキしながら、続きを読む。そして、アリューシャは思った。

「あ、私……このキャラすっごく好きかも」

　シュベールは品行方正、優等生。善良・聖人君子・優しい！　でも頑固な一面があり、自分が「これが正しい」と思ったら譲らない。

　数年間、外国で仕事をしていて、物語が始まってから帰国してきた。帰国後にアリューシャと知り合うのだが、「実は前からご活躍の噂を聞いていて、尊敬する魔女でした」なんて言ってくるのだ。

　とびっきり優秀な彼は、アリューシャをリスペクトしてくれている。経歴も知っていて、「不憫！　健気！　いい子！」と思ってくれていたらしい。しかも、初対面でアリューシャの呪いを見抜き、心配してくれるのだ。

　そしてなにより、「光属性！」っていうオーラがすごい。このキャラが一緒にいたら安心！　頼れる！　絶対、味方！　という主人公様オーラが出まくっているのである。

　ベルゼオールとは幼少期からの知り合いで、他の人たちが「友達は選べ。ベルゼオールと関わるな」と言っても「ベルゼオールはいいやつだよ」と言って傍に居続けた。

　アリューシャのことも、「自分の傍において助けてあげたい、呪いを解いてあげたい」と思ってくれている。









　　　◆◆◇◇◆◆◇◇◆◆









「これ、シュベールを推していいかなぁ？　私はシュベール派になっちゃいそうだけど！」

　自分の推しを確認しつつ、つむぎは悩んだ。

「どっちが恋愛相手かわかってからレビュー書いた方がいいよね、絶対」

　三角関係ものは、「推しがふられてショック」現象が起きてしまいやすい。

　なので、どっちが恋愛相手かを確認した上で安心して推しが幸せになる過程を楽しみたい、という読者がいるのだ。

　……というか、そもそも、この作品はレビューを書いてもあまり読者が増える効果が期待できないかもしれない。

　つむぎは知っている。スコッパーが集まる作品紹介場にも、「こんな作品を紹介すると喜ばれる」という要素がある。まず、男性向け作品が人気だ。そして、長編が人気だ。

　逆に敬遠されやすいのは、女性向け作品。短編。そして、「エタっている（更新されなくなっている）」作品だ。

　そもそもスコッパーになる人は、ランキングを読んでいて「俺が読みたい作品がない。探してみよう」と検索をし始める。

　なので、ランキングに載りやすい作品（女性向け、短編）とスコッパーに人気の作品（男性向け、長編）の要素は、別なのである。

「うん……この小説……これじゃ埋もれちゃうのもわかるし、スコッパーとして紹介もしにくい、かも」

　思えば、恵一先生は『スコッパーが見つけてくれたらいいんですけど埋もれっぱなしなんですよね』と言っていた。それってつまり、「スコッパーが『この小説、おもろいで！』と紹介する。それによって読んでくれる人が増える」のを願っているのではないだろうか。

「むむむ。どうしよう」

　とりあえず自分は続きを読む。

　その上で、小説は完結させるか、たっぷりの文字数で「読み応えがある」と言わせてほしいような気がする。

　でも、一介の読者には、普通、そんなことを言う権利はない。趣味で無料で書いている小説。それも、ぜんぜん読まれてない小説を、多忙なお医者様が書かないといけない義務はないのである。

　続きを書いてもらうにしても、自主的に「書きたいな」と思って楽しく書いてもらいたい。

　つむぎは「失礼だったり、やる気を削いでしまわないように」と文面に気を付けながら感想を書いた。







スコップさん：シュベールが出てきて、続き気になるわぁ。これ、三角関係かな。ワイはシュベール派になりそうな予感やで。この後も読む気まんまんやけど、これってエタってるん？　先生、ゆっくりでも気が向いたときでもいいから、もしよかったらまた書いてほしいな。もちろん、無理はせんでええけど。



















９．作者と読者












　感想を書いたはいいが、相手はどう思うだろう。ネガティブに受け止められていないといいけど――と思っていると、しばらくしてから、作者が返信を書いた通知が届いた。つむぎはどきどきしながら読んでみた。







さとう恵一：続きが気になると言ってくださってありがとうございます。また続きを書いてみようかな？








「あっ。恵一先生、続き書いてくれるっぽい。よかった～～！」

　ずっと更新が止まっていた恵一先生の小説は、それから少しずつ更新されるようになった。たまに展開に詰まって『ちょっと考えるので待ってくださいね』とか『仕事が忙しくて』といって更新ストップしたりするが、確実に小説は前に進んでいた。いいことだ！

　つむぎは小説をどんどん読み、最新話に追いついた。そこからは、続きが更新されるたびに読んで、感想を書き続けた。すると、恵一先生は喜んで感想に返事を書き、また続きを書いてくれる。作品を共通の話題、コミュニケーションツールにした文通みたいな、なんとも不思議な関係である。







スコップさん：先生、お疲れさん。お仕事も大変やろうけど無理しないでな！　今回もまあまあ面白かったで！

さとう恵一：スコップさんが毎回感想をくださるので、更新しようって気になるんですよ。いつもありがとうございます。欲を言えば、他の読者さんにも読んでほしいのですが。

スコップさん：あー、今だと寂れた屋台で１対１で話し込んでる状態やねえ。








　もはや感想欄が二人の文通履歴だ。







スコップさん：先生、タイトルを変えてみたらどうや？

さとう恵一：あー、流行の長いやつですね。考えてみます。








　翌日、タイトルが変わっていた。

『余命１年の魔女ですが、死ぬ前に悪役を救おうとしていたら原作にない三角関係が始まっちゃいました!?』







スコップさん：先生、タイトルを変えたんやな。わかりやすくてええな！

さとう恵一：変更してみたら１話を読んでくれる人が増えましたよ！








　作者と読者ってこんな距離感でいいんだっけ？　と首をかしげたくなる時もあるが、日々のメッセージ交流は不思議な中毒性があって、気持ち良い。

　いつの間にか、つむぎは小説を通して恵一先生と心を通わせる時間を日々の楽しみにするようになっていた。









　　　◆◆◇◇◆◆◇◇◆◆









　つむぎが『スコップさん』として恵一先生と交流を始めてから、二週間。今日は、弟の定期通院日だ。

　小児科に行ってみると、恵一先生はいつも通りの物腰柔らかな態度だった。普通の患者や家族なら、「いつもと同じく、今日も完璧な先生」で終わる。でも、つむぎは恵一先生の違いがわかる女だ。恵一先生はとても機嫌がよかった。

「みやびくんは体調が良さそうですね」

「先生はなんか、うれしそう！」

　さすがみやび、恵一先生の機嫌がわかってる。つむぎは自分の弟を誇らしく思った。

「あはは、わかりますか？　実は最近、趣味が楽しいんです」

「先生、よかったねえ。ぼくも、最近おねえちゃんの真似して寝る前にストレッチしてるよ」

「ストレッチはいいですね。体調がいい時は、どんどん身体を動かしましょう」

「はーい！」

　みやびは元気に笑って、学校の話をしている。

　恵一先生も趣味が楽しいと言っているし、いいことだ。

　つむぎが見守っていると、ふと恵一先生がつむぎを見る。

「つむぎさんは、最近はいかがですか？　何か気になっていることですとか、お困りごとはありますか？」

「あっ。私も、最近スコッ……、こほん、推し活に精を出してて楽しいです！　筋トレも継続してますよ！」

　恵一先生はその言葉に真剣な表情になった。やわらかな表情の時は背景に少女漫画みたいな花が咲きそうな優しげな風情だが、こういう顔つきをすると凛々しくて、格好よさが際立って感じられる。

「推し活ですか。もしかして、つむぎさん……」

　つむぎはドキッとした。イケメンの真剣な視線はハートに刺さる！　直視できない！　それに、もしかしてスコップさんだとバレた!?

「はっ、はい？」

　手に汗を握っていると、恵一先生は身を乗り出してきた。距離が普段より高くなって、つむぎはドキドキした。

　あーー、イケメンな顔が近い！　視線を直視できない！

　すっと通った鼻梁に視線をずらして、さらに下へと視線を落としていく。上下するのどぼとけを見ていると、質問が聞こえた。

「つむぎさん、乙女ゲームとかします？」

「え？　スマホのゲームなら少しは……無課金ですけど」

　みやびが「おねえちゃんは闇深キャラが好きだよ」と好みをバラしている。

「みやびくん。闇深キャラとは？」

「あのね先生。なんか複雑な事情があって、心に闇が……」

「みやび、おねえちゃんの性癖ばらしちゃだめ！」

　つむぎは慌てたが、恵一さんは興味津々だ。手帳にボールペンで何か書いてる。し、真剣だ。

「みやびくん。そのゲームのタイトルとキャラの名前は？」

「先生、ゲームするの？　ぼくよりおねえちゃんに教えてもらったら？」

　みやびはそう言って、つむぎに先生の好奇心をパスした。キラキラした弟の目は、「ぼく、おねえちゃんの恋を応援するよ！」とアピールしてる。なんて姉想い！

　私、いい弟を持ったわ……と、胸を熱くするつむぎへと、恵一先生は笑顔を向けた。真夏の太陽みたいに眩しい、きらっきらの笑顔だった。

「つむぎさん。もしよかったら、今度、休日に取材を……いえ、詳しくお話を聞かせていただいてもいいですか？　カフェかどこかで。食事代は僕がお出ししますので」

「えっ、それってデートしてくれるってことですか？」

「あっ、デートですかね？　すみません、ナンパみたいなことを医師の立場で」

「あっ、すみません、大歓迎です！　たぶんバレバレでしょうけど、私、恵一先生のファンですし。最高のファンサービスです。ご褒美です。なんかこっちがすみません！」

　医者は、患者や患者の家族と基本的にビジネスライクな付き合いだ。プライベートで交流することはない。しかし、診察以外で家族と詳しく話すとは特別な感じだ。

　はっ、まさか？

「あの……何か……もしかして私、みやびを虐待してないかとか疑われてます？」

　みやびが『先生に会えるからぼくに熱を出せって』なんて、恵一先生に言っちゃったことがあったし。

「え？　まさか！　単に、僕の趣味に関することに、つむぎさんの推し活や乙女ゲームのご趣味が参考になりそうでお話をお伺いできたらと思っただけです」

「あーーー！」

　そういえばさっき「取材」って言ってたし、つまり「小説の参考になるから話を聞きたい」って感じなんだ。わかった。

「医師にあるまじき軽率な誘いで困惑させてしまってすみません。まあ、堅苦しいことのないプライベートの……、デートって言ってもいいならデートしましょう」

　恵一先生は真面目な顔で夢のようなことをおっしゃる。もう、現実が乙女ゲームみたい。

　こうしてつむぎは、推しの恵一先生とデートすることになった。

















10．おねえちゃん、サーカスしてる












　清潔感のあるデザインボトルの美容液。おしゃれなチューブのベースクリーム。ガーリーなコンパクトのファンデーション。持ち手がクリアピンクのメイクアップブラシ。

　デートの日、つむぎはお気に入りのプチプラコスメを並べて、メイクに勤しんだ。

「おねえちゃん、サーカスしてる。ぼく、ドライヤーしてあげるよ」

「ありがと、みやび！」

　デートの支度の手伝いをしてくれるみやびは、いい弟だ。今日は熱もない。よかった。ちなみに「サーカスしてる」というのは、コスメシリーズ名が「サーカスシリーズ」というからだ。パッケージデザインをサーカスの世界観で統一していて、並べているだけで気分が上がる。

「おねえちゃん、恵一先生とＬＩＮＥ交換した？」

「ふっふふ♪　実は、しちゃった」

　メリーゴーランド型の器のフェイスパウダーをはたいて、絵本みたいなアイシャドウパレットから瞼に色を添え、変身できそうなピンクのチークカラーをふわっと頬骨に置く。魔法のスティックみたいなリップスティックではみだし気味に口紅を塗って、サーカス完了だ。

「みやび、お姉ちゃんの顔どう？　自信作なんだけど」

「おねえちゃん、可愛いが作れてる！」

「でしょ！　でもね、お姉ちゃんはここからもっと可愛いを作る！」

「わー！　ぼく、手伝うよ！」

　デートコーデは、マニッシュなベージュのパンツにピンクのアンサンブルニットを合わせた。バッグやサンダルは黒で、甘すぎない印象。バッグのチャームにはポップなカラーのクマのマスコットが揺れている。

　アクセは大衆向けの三〇〇円ショップで買える人気で可愛いイヤリングで、ハートの下にクマがぷらぷらとくっついて揺れている。弟が乾かしてくれた髪はゆるめに左耳の下で編んで、ラズベリー色とアプリコット色の細いベロアリボンで結わえた。

「よし、できた！」

　鏡の前でチェックするつむぎに拍手して、みやびは自分の予定を教えてくれた。

「ぼく、今日ね、クラスの子とお勉強通話するの」

　お勉強通話というのは、みやびの学校で流行っているらしい。お互いのスマホの通話アプリで繋がりながら「一時間目～」「十分休憩～」と声をかけあってお勉強するのだとか。

「行ってくるね、みやび。何かあったらお姉ちゃんにＬＩＮＥしてね」

「お姉ちゃん、わかった。いってらっしゃい」

　家を出たところで、ぴこんっとＬＩＮＥに通知がくる。みやびが早速シロネコのスタンプで「がんばってね！」と言ってくれてる。文字のチャットで、「おねえちゃん可愛いよ」「チュウしてきてね」だって。

「チュウは……しないんじゃないかな？」

　たぶん！

　デートは、現地集合で現地解散だ。ちょっとだけ赤くなりながら、つむぎはデート先の『オモカフェ』に向かった。

　オモカフェは、ビルの高層階にある。床は白と黒のハーリキンチェック柄で、天井は高くて、明るいピュアホワイトだ。全面ガラス窓の窓際席は日当たりがよくて、眺めがいい。テーブルはシックな黒で、椅子は座り心地抜群。

（うわぁ、プライベートの恵一先生だ！）

　爽やかなセレストブルーの半袖シャツと黒のスラックスはオーバーサイズで、「きちっとしてない」けど「大人」！　休日感のある髪は作り込みすぎないラフさがあり、かつ清潔感もちゃんとある。いつもの白衣も素敵だけど、オフの彼はおしゃれで、なんだか俳優さんみたいなオーラがある。

　イケメンはすごい。

　なにより、つむぎを見て浮かべる穏やかな微笑みの破壊力ときたら！　鼻血を出して倒れちゃいそう。

「つむぎさん、こんにちは」

「すみません、お待たせしちゃいました」

「いえ、時間通りですよ。今日の格好、可愛いですね。よく似合ってます」

「恵一先生は写真撮って待ち受けにしたいくらい格好良いです！」

　ああ～～、なんだかカップルのお約束の会話してるー！　つむぎはにやけそうになる口元をメニュー表で隠した。

　オーダーしたのは、あさり入りのボンゴレと、底が白、上部が菫色のグラデーションジュース。それに、細切りのフライドポテト。

　恵一先生は緑のレタスの上に千切り紫キャベツとコーン＆ビーンズが載せられた華やかな色彩のサラダと、チリ風ビーフとハラペーニョを挟んだサンドイッチ。それに、ホットコーヒーだ。

　二人でスマホを料理に向けて写真を撮り、「いただきます」と笑顔を交わした。

　ボンゴレはちょうどよい熱さで、薄い塩味のパスタとあさりが美味しい。みやびのお昼には、レンチン用のお好み焼きを用意してあるけど、ちゃんと食べているだろうか。

　スマホをチラッと見ると、「お好み焼きおいしいよ」「もうチュウした？」と言うメッセージが見えた。「チュウはしません」と返事を打っていると、恵一先生が本題を切り出した。

「つむぎさん、推し活ってどんなことをなさるんですか？」

　取材だ。紙のノートを持ってきていて、ごく細のペンでメモを取る気満々だ。あれってもしかして、ネタ帳というやつだろうか。

　わー、見てみたい。

「推し活は、応援です。相手が何をしたら喜ぶかがわかってたら、それをします。例えば、えーっと、誰も見てくれなくてやる気が出ないって言ってたら、『見てます！』ってアピールするとか」

「誰も見てない？　駆け出しの地下アイドルとかお笑いコンビとかＶチューバーですか？」

「あ、あはは……そんな感じかも」

　あなたのことですよー。とは、言えない。

「ボランティアみたいなものなんですね？」

「そうですね！　それが近いかも。でも、萌えとかキュンがありますよ！　相手が好きだからするのですし、頑張ってるのを応援するのは楽しいですし、愛がないとできないことかなって思ったりします」

「萌えにキュンに愛ですか。すごいですね。それで、それって恋愛感情っぽいけど恋愛感情とは違うんですよね？」

「似てるけど違いますね」

　ちょっと恥ずかしいことを言っちゃったかも。つむぎは照れながら「乙女ゲームの話もしましょうか！」とスマホの乙女ゲームを見せた。

「難しいんだなぁ。似ているのに違うって、繊細すぎる……違いがよくわからない……推しから恋愛に発展することはあるんだろうか？」

　と首をかしげていた恵一先生にイヤホンを見せると「ハート型のイヤーチップが可愛いですね」とコメントしてくれた。

「恵一先生、イヤホン。片方どうぞ」

「ありがとうございます、じゃあ、失礼しますね」

　スマホに刺したイヤホンを片方ずつ耳につけると、カップル感が強く思えてちょっともじもじしてしまう。

　オープニングを流すと、爽やかな男性ボイスの歌声が流れてくる。画面の中では、二次元アイドルキャラのライブステージがスタートしていた。明るくて可愛い系の絵柄のキャラたちが、アップテンポの曲に溌剌とした美声の歌を響かせながら躍動感たっぷりにダンスをする。弾ける笑顔は、汗がきらきら輝いていて、魅力たっぷり！

　このゲームは、あまりプレイヤーとキャラが恋愛っていう感じのゲームではない。頑張っている男の子キャラを応援したり、彼らが仲間と一緒に青春きらきらストーリーを展開するのを見守って「てぇてぇー！」って同志と語り合うタイプのゲームなのだ。

　恋愛色が薄くて「関係性とか努力が熱い」という路線なので、男子受けもよかったりする。なので、このゲームをチョイスしてみたのだ。

「これはアイドルを育成するゲームです。もっと疑似恋愛を楽しむゲームもあるんですけど、それはこのゲームの後でお見せしますね」

「見てると元気が出てきますね。つむぎさんの推しキャラはどのキャラですか？」

「あっ、私はですね。この黒い髪の兄弟キャラです。特に弟くん」

「あはは、お姉さんのつむぎさんらしいですね――」

　時間が経つのを忘れてしまいそうなほど、デートは楽しかった。

「またデートしましょう、つむぎさん」

「ぜひ！」

　次のデートの約束を交わして、二人は笑顔でカフェを後にした。

















11．推し活女子の気持ちがわからない












　佐藤恵一は、仕事が終わった後、寝る前の時間で執筆をしていた。書いているものは、十代の魔女が主人公で、西洋風ファンタジー小説で恋愛する話だ。

「推し、ファン。と、恋愛感情は、違う……と、アリューシャは考えている……っと」

　命に関わる仕事は、責任重大でストレスがかかる。体力も神経も使うので、帰宅した時にはぐったりだ。身体が資本なので、ぐったりしつつストレッチや筋トレをして、食事もしっかりとバランスの取れたものを作る。早く寝て、朝は早く起きてジョギングだ。

　そんな健康的な生活で、なぜ自分は小説を書き始めたのだろう？　とは、定期的に恵一が考える疑問だった。

　恵一は、両親が共に医者だった。そのため、なんとなく医者になるのが当たり前、という考えで学生生活は勉学に励み、すんなりと試験に合格して医者になった。

　小説を書く前は仕事一本の生活だった。趣味といえば、読書くらいしか思いつかない。といっても、読んでいた本は学術書や文芸系だ。あとは、体力勝負の職業なので体を鍛えることも好きだと言える。

　そんな自分が、なぜ魔女？　なぜ西洋風ファンタジー？　なぜ恋愛……？　何がきっかけだったんだろう。自分の人生を振り返ってみても、原因がよくわからない。

　ノートパソコンのキーボードの上を指が踊り、雨だれのようにカタ、カタと音が鳴る。少し書いて、手が止まる。執筆は、詰まりがちだ。

「うーん。特にプロットを練っていたわけじゃなくて、ふわっと頭の中にできた話を思いつくまま書いてきたからなあ」

　最初に、自分でもよくわからないまま、衝動的に書いた。書いたあと、誰からも読まれることのないそれが、とても時間の無駄で、存在価値のないゴミのようなものに思えた。黒歴史的な何かを作ってしまったと思った。

　それで熱が冷めて、書くのをやめていた――だから、時間が経ってから自分でそれを読み返した時は「これを自分が？　ここ部分は何を考えて書いたんだ？」という気分になったし、続きを書こうと思ってもなかなか以前の自分の考えと現在の自分がリンクしない。

　自分は、何を考えて他人のために自己犠牲する魔女を主人公にしたのだったか。自分は、どうして余命一年の呪いなんて設定にしたのだったか。

　何がしたかったんだろう。どんな思いを抱えていたのだろう。

　以前書いた話を読み、続きを考えながら、ふと恵一は思い出した。

『あの子、ヤングケアラーって言うんじゃないですか？』

『特殊なご家庭みたい。ご両親がね……』






　ホットミルク入りのマグカップを口に運んで、恵一は「ああ」と瞬きした。大切な何かを、やっと見つけた気がしたのだ。

「……アリューシャが推し活女子なのは……つむぎさんだからか」

　自分が日々診ている子どもたちと、ヤングケアラーともいえるつむぎ。その存在が、この小説を書く原動力だったのかもしれない。

　職業柄、どうしても救えない子どもはいる。治ってほしいと思いながら必死に手を尽くして、その命を繋ぎ止めることができず、ご家族に頭を下げることがある。悲痛なご家族の涙をたくさん見てきて、無力感でいっぱいになったことがある。みやびは幸い、重い病気などではないけれど。

「それにしても、推し活女子の気持ちはよくわからない」

　まるで恋愛感情だ、と思うのだが、恋愛ではないらしい。しかし、一緒にいるとこちら側が「自分は恋愛感情を向けてもらっているのでは？　これはもうカップルでは？」と誤解しそうになって、困るのだが……。

「……いや。恋愛では？　俳優などにキャーキャー言う女性も、俳優本人に告白されたら付き合うのでは……？」

　恵一は悩んだ末に、アリューシャの心情をつづった。

『推しと恋愛の違いとは、「見返りを求めず、応援したい」感情にある』

　カタ、カタとキーボードのタイピング音が続く。しばらく無心で思考を吐き出して、恵一は手を止めた。

「いけない。これじゃ、研究論文だ……それに、そもそも考えてみたら、アリューシャの推しはシュベールじゃなくてベルゼオールか」

　自分は、アリューシャの恋愛相手をシュベールに、と考えていたのだ。誰もが不可能だと諦めるようなときに「大丈夫だ！」とみんなを安心させ、世界も仲間もまとめて救ってしまうヒーローキャラ。理想の体現者みたいな、光の化身みたいなキャラ。それがシュベールというキャラで、彼がアリューシャを幸せにする夢が自分の中にあるのだ。

　――自分がそんなヒーローになれたら。

　そんな願望が、自分の中にあるのかもしれない。苦笑して、その日の執筆は終わった。

















12．小説ディスコードへようこそ！













『余命１年の魔女ですが、死ぬ前に悪役を救おうとしていたら原作にない三角関係が始まっちゃいました!?』






　単純接触効果といって、その人と接触する機会が多いと、好きになっちゃうものらしい。

　護衛の仕事で毎日、シュベールとずっと一緒にいる。そのせいだろうか。アリューシャはシュベールにどんどん惹かれる自分に動揺していた。

　話せば話すほど、相手のことを知ってしまう。例えば、意外と生活力がなくて、放っておくと食事を抜いてしまうとか。仕事をがんばりすぎていて、徹夜がちだとか。自己犠牲精神があって、すぐ仲間を逃がして無理して怪我をしてしまうとか。可愛い小動物が好きだとか。ぬいぐるみにも「可愛いね」と言って、自分用のぬいぐるみをコソコソと買って部屋に飾っているとか。ホワイトソースが苦手で、だけど苦手なのを隠して頑張ってドリンクで流し込んで食べているとか。

　そしてなにより、とても優しい。











　　　◆◆◇◇◆◆◇◇◆◆









　ホットミルクを啜り、つむぎは首をかしげた。

「アリューシャがシュベールを意識してるみたい。この小説……この感じだと、シュベールが恋愛相手かな？」

　恵一先生の小説を読んでいると、ぴこんっとＬＩＮＥの通知音がした。







千尋：おい、これを読んでみろ。








　千尋からのＬＩＮＥチャットだ。ニュースサイトのＵＲＬが書いてあって、読んでみると……。

「なあに、これ？　ディスコード？」

　それは、突然始まった。

『このたび、小説投稿サイトの運営会社がディスコードサーバーを開設することになりました。小説を書く側の人も、読む側の人も、ぜひ参加してみてください』

　ディスコードはチャットサービスだ。音声通話機能もある。一対一でのやり取りのみならず、大人数のコミュニティ運営にも適したコミュニケーションツールだ。

　世の中には、小説を書く人がたくさんいる。無料で参加できるというのもあってか、ディスコードサーバーには二千人を超える人が参加した。スコッパーコミュニティで話題になったこともあり、つむぎは『スコップさん』としてディスコードに参加してみた。最初に利用規約を読み、自己紹介スレで挨拶した。







スコップさん：どーも、はじめまして！　ワイはスコッパーのスコップさんや！　おもろい小説掘りにきたで！








「我ながらクールな挨拶ができたわ」

　自己満足しながら、サーバー内を見てみた。雑談するスレ、質問・相談するスレ、感想募集するスレ、宣伝するスレ……通話用スペースもある。

「ディスコードってパソコンでもできるんだ、ヘッドセットをつけたらこっちでも会話できるのね」

　ノートパソコンとスマホを見比べていると、みやびが棒アイス片手に覗き込んでくる。

「おねえちゃん、なにスコップさんって。だっせ」

「みやびは最近反抗期なの？　口が悪いよ。おねえちゃんは繊細な乙女だから優しく喋ってくださーい」

「ぼく最近俺様目指してるんだ。隣のクラスのカナちゃんが俺様ドエスが好きなんだって」

「えっ、みやびが俺様？　待ってみやび、そういうのは漫画とかアニメのキャラ限定じゃないの？　リアルで俺様ドエスは問題ありそう――っくしゅん」

「そうかなあ？　おねえちゃん、はい、ティッシュ」

　みやびが首をかしげている。みやびは大人しいタイプだ。俺様ドエスへの道のりは遠く険しいように姉には思われた。

「あのね、ほら、モラハラ男とか言われて、偉そうな男って最近嫌われてるから。スパダリはどう、みやび？　スパダリ目指そ。っくしゅん」

「ねえちゃん、スパダリってなに？　体温計つかう？」

「ありがと、みやび」

　みやびはよく気が回る子だ。お姉ちゃん、嬉しい。つむぎは弟を誇らしく思いながら体温を測った。

　説明したが、みやびはあまり興味なさそうな顔だった。

「スパダリって金持ちじゃん。うち、金持ちじゃねえし」

　と呟く声は小さかったけれど、聞こえてしまってつむぎは胸が痛んだ。






「うっ。生まれガチャが失敗でも、お勉強頑張ったりしてお金持ちになれるかも……そ、そうだ！　おねえちゃん宝くじ当てるわ！　あとね、積み立てニーサも少ないけどやってるから！　あれも、いざとなったら使えるからね！　お金の心配、しなくていいから！」

「おねえちゃん、にーさって使っちゃだめなんだよ」

「いざとなったら使ってもいいの！」

　弟が貧乏を気にしててつらい！

　ごめんねみやび！　大学まで行けるようにおねえちゃん頑張るからね！

　という姉心を知ってかしらずか。

「ねえ、これおねえちゃんにぴったりじゃん」

　みやびの指が指したのは、『筋トレ報告スレ』だ。

「あ、ほんとだねー、おねえちゃん今日の分を報告してみるわ」







スコップさん：ワイは今日、腹筋２２２回と腿上げ２２２回したで！








　チャットで報告したところで、ピピピッと体温計が鳴る。三十八度？　高っ。

「あ、ちょっと熱あるわー。お姉ちゃん、寝る」

　つむぎは、ふらふらと自室に行った。ぽふりとベッドに倒れ込むと、疲労感や倦怠感が全身をじわじわと冒してくる。体調の悪さは一回自覚すると、どんどんひどくなっていった。

















13．何よりの対価です












『お母さん、お母さん。行かないでよう』

　幼い自分が、冷えピタをおでこに貼ってお布団の中で泣いている。困らせちゃいけない。そう思いつつ、血のつながった実のお母さんに甘えてしまっている。

『お粥を作ってきただけよ。お母さん、ちゃんとそばにいるわよ』

　お母さんはそう言って、手を握ってくれた。

　お父さんは、いつも家にいなかった。その分、つむぎはお母さんに依存するようになって、お母さんが大好きだった。死んでしまった時はとても悲しくて、つらくて、お父さんがすぐに再婚相手を連れてきた時は、傷付いた。

「……っ」

　夢にうなされて目を開けると、いい匂いがした。卵の匂いだ。

「あ、目が覚めましたか」

「はい……、……、……えっ？」

　低い男性の声がして、つむぎはぼんやりと返事をして、視線をきょろきょろと彷徨わせて、彼の姿を見てガバッと起き上がった。

「け、恵一先生？」

　ベッドの傍でつむぎの顔を覗いて来るのは、恵一先生だった。白いシャツとジーパン姿で、エプロンをつけている。

「みやびくんが教えてくれたんです。お姉さんが倒れちゃった、って」

「ええぇっ。ただ、熱があったから寝てただけですっ」

「心配しましたよ」

　恵一先生は安心した様子で微笑んで、卵粥を差し出した。なんと、推しの先生の手作りだ。

「い、いただきます」

「食べた後はお薬も飲んでくださいね」

「はいっ」

　恵一先生が「みやびくんも熱を出しちゃったんです。僕、ちょっと診てきますからね」とみやびの方に行く。

（姉弟揃って看病してもらってる……!!）

「お、お金払います」

「あはは、大丈夫ですよ」

　つむぎは恐る恐る卵粥を味わって現実を確かめた。卵粥はごはんがちょうどいい塩梅のやわらかさで、熱さもほどほど。優しい味わいで、美味しい。

（ん……待って？）

　つむぎはハッとして卵粥を置き、部屋の机に駆け寄った。






『ディスコードってパソコンでもできるんだ、ヘッドセットをつけたらこっちでも会話できるのね』

（で、電源落とすの忘れてた！）

　電源が入りっぱなしのノートパソコンは、スクリーンセーバーで画面が守られている。離席した時、第三者に画面を見られないようにするためだ。設定しといてよかった。ノートパソコンの画面は、ディスコードになっていたから。見られたら「あれ？　つむぎさん、スコップさんなんですか？」ってばれちゃうところだった。

　安堵しつつ、パスコードを入力してスクリーンセーバーを解除した瞬間。

「あれ？　つむぎさん。起きて大丈夫ですか？」

「ひゃう！」

　後ろから声がかけられて、つむぎは変な悲鳴をあげてしまった。画面はたった今、元のディスコード画面に戻ったところだった。見られたら大変！　つむぎは咄嗟にノートパソコンをぱしんっと閉じて画面を隠した。その動作で、どうやら恵一先生は「ああ、パソコンの画面を見られたくないんだ」とわかったようだった。

「あー……、すみません。僕、プライバシーを侵害しかけちゃったみたいで。何も見たりしないので、ご安心くださいね」

「い、いえいえいえ！　こちらこそしゅみません」

　おおいに焦って頭をぶんぶんと横に振ると、くらくらっと眩暈がする。

「ふわぁ……っ」

「ああっ、危ない」

　倒れかけたところを、恵一先生は支えてくれた。肩をつかんで、背中に手をまわして。

「まだ起きちゃだめですよ。横になってください」

　ベッドに寝かせてくれる姿は献身的で、安心感がある。なんといっても、お医者様だもの。

「ありがとうございます、恵一先生。安心できます」

　お礼を言うと、恵一先生は嬉しそうに眼を細めた。

「そう仰っていただけて医者冥利に尽きます。今日は二人揃って、僕を頼ってくださいね。もちろん、今日だけじゃなくていつでも、ですけど」

「本当にいい先生ですね。お金払いたいです」

「お金はいりません。つむぎさんとみやびくんが元気でいてくれるのが、なによりの対価です」

　つむぎは目に涙を滲ませてしまった。

　お医者様が優しくしてくれるのは、それがお仕事だからだ。

　家族でもなく仕事でもないのに、自分たちを心配してくれて、優しくしてくれる人がいる。それがつむぎには嬉しくて、頼もしくて、「恵一先生は奇跡みたいな良い人だな」と思った。

















14．辛口評価












　ディスコードでいろんなスレを見ていて気づいたのだが、恵一先生も参加していた。

　しかも、作業通話ルームにも参加してる。ボイスなしで、チャットだけで会話するルームなので、つむぎは安心してスコップさんのキャラを演じた。







スコップさん：先生、ディスコードに参加してるんやな！　ワイもおるで～！

さとう恵一：スコップさんの自己紹介、読みましたよ（笑）いるなーと思っていました。








　それまでは感想欄でメッセージを送り合う関係だったが、それからは同じ集団に属する仲間としてディスコードでも交流するようになった。それも、「はじめまして」が多い中、二人は「この相手は元から知ってる人」という旧知の安心感、身内感みたいなものをお互いに抱えて。

「恵一先生が通話ルームで他の作家さんに小説を見せてるみたい。私も聴きにいこうかな」

（待って。これ、もしかして毎日のように恵一先生の声が聞き放題じゃない？　最高）

　まあ、さすがに毎日はボイスチャットに参加しないだろうけど――つむぎはヘッドセットをつけて通話ルームに入った。作業通話からは、病院で聞いていたのと同じ、佐藤恵一先生の声が聞こえてくる。何人かが話している。

　ぴろんっと入室音が流れたけど、「スコップさん」の入室に気付いた人はいないようだった。つむぎはとりあえずチャット欄に「こんばんは、初めまして」と挨拶をしておいた。

「そ、そんなにだめでしたか」

　恵一先生は、しょんぼりしていた。それもそのはずで、他の参加者が「１話を最後まで読むのもつらい」とか「１話の途中まで読んでやめた。つまらなかった」とか言っているのだ。

「もう辛くて読めないってなっちゃった」

「それはすみません」

　結構グサッと刺さることを言われてる。遠慮がない。つむぎはフォローすべく、チャット欄に「ノットフォーミーってやつやな！」と書いておいた。

　聞き覚えのある声が「俺も同じ意見」とボイスチャットで言ってくれている。

「俺は読めたけど」

　あれ、この声は千尋では？

　ＬＩＮＥを見ると、千尋から「お前、いるじゃん」とチャットが届いていた。

　ＬＩＮＥチャットに気を取られていると、他のメンバーが『スコップさん』を話題にしてきた。

「あ、感想欄みたらスコッパーいる」

「スコップさんって人、通話にいるじゃん」

「ほんとだー」

　話題に出されて、つむぎはチャットに「ワイは通りすがりのスコッパーやで！」と打った。

「俺の小説も読んで」

「うちのもー」

　こういう創作グループでは、みんな「他人の作品には興味がないし読んだり応援したりしたくないけど自分の作品は読んでほしいし応援してほしい♡」という感じだ。







スコップさん：よっしゃ。ワイは１話だけやなくて全部読むから覚悟しとき！








　つむぎは何人かの小説を「後で読む」リストに入れつつ、『余命１年の魔女ですが、死ぬ前に悪役を救おうとしていたら原作にない三角関係が始まっちゃいました!?』の気に入っているところをチャットに書いた。

「ワイが気に入ってるのは、アリューシャちゃんが元気だけど実は死にそうってとこや。元気にしてるほど健気ポイントが上がっていって、ええ子やなー、健気やなー、死なないでほしいなーってなるねんな」

「ベルゼオールとシュベールが互いに親友だと思ってるのにわかりあえてなかったり、アリューシャちゃんを取り合う仲になって微妙に原作みたいに争ってるハラハラポイントもええな！」

　ひとしきり熱く語ってから「あっ、長文で語りすぎて浮いてしまったかも」と気づく。

「オタクは推しトークに熱が入ると止まらなくなってしまう習性があるんや。堪忍して！」

　謝罪すると、他のメンバーは「いいよいいよ」と笑ってくれた。

　コミュニティでは、基本的に「仲間同士仲良くやりましょう」「気に入らないことがあってもできるだけ相手に言わずに目を瞑りましょう。あなたが誰かを許すように、あなたも誰かに許されています」っていうのが暗黙の了解だ。

　いいよ、と言いつつ水面下で「こいつ、うぜーな」っていうストレスゲージみたいなのが溜まっていかないように気を付けよう。自分にそう言い聞かせつつ、つむぎは「スコップさん」のキャラを続けた。

















15．個人情報をしゃべってはいけません












　ディスコードで交流するのは、楽しい。あまり考え込むことなく、短いチャットを隙間時間にポンッと打つ――ＬＩＮＥに似たノリだ。







沼ち：オモカフェいいよな（写真）

スコップさん：あのカフェはワイもお気に入り（写真）








　沼ちは、雑談によく書き込むメンバーだ。小説の話はあまりしない読み専メンバーで、スコップさんにも積極的に絡んでくる。







沼ち：スコップさん、ボイチャでＦＰＳ（※一人称視点のシューティングゲーム）しようぜ！　聞き専文字チャットでいいから。

スコップさん：ワイは下手やで。








　聞き専とは、声を出してしゃべることなく、チャットだけで意思疎通することだ。

　直接誘ってくるのでボイスチャットに入ってみると、なんと千尋の声がした。

「つむぎ、二人だけだから喋れよ～」

「えっ、千尋？」

　弟のみやびが「千尋お兄ちゃん？」と反応している。

「スコップさんって呼んでよ。今は二人しかいないけど、誰か入ってくるかもしれないでしょ」

「じゃあお前も沼ちって呼べよ」

「おーけー」

　二人で喋りながらＦＰＳをしている画面を、みやびが覗いて来る。たまに喋ったりもするので、つむぎはイヤホンを片方みやびの耳につけた。これで、三人トークだ。

「ナイス、ＧＧ（Good Game）！　勝利ー！」

「ナイス～」

　試合に勝って声をかけあっていると、「ぴろん」という通知音が聞こえた。

「おねえちゃん、増えてるよメンバー」

「ん？」

　千尋とつむぎの操作するペアが勝利ハイタッチを交わすゲーム画面からディスコードのボイスチャットルームの画面に視線を移すと、みやびの言う通り、いつの間にかボイスチャットの参加メンバーが増えていた。

「あ！」

　しかも、よりによって「さとう恵一」――恵一先生だ。

「うわああ！」

　つむぎは慌ててマイクをＯＦＦにしてチャットを打った。







スコップさん：ワイはこれで終了！　おつおつ！








　慌ててボイスチャットを退室して、みやびを見る。

「みやび、今入ってきた人におねえちゃんの声、聴かれたと思う？」

「わかんなーい」

「そ、そっかー」

　聴かれたかな？　ばれたかな？　ハラハラしながらチャットを見たところ、さとう恵一は「おつかれさまでした！　すれ違いですね（笑）」というチャットを書いていて、特に声を聴いたリアクションではなかったので、つむぎは安堵した。

　しかし。

「へえー、幼馴染なんですか」

　千尋が「スコップさん」についてボイスチャットで話しているらしく、さとう恵一がチャットでリアクションをしている。

　ボイスチャットを抜けたつむぎには、千尋の声は聞こえない。でも、チャットのリアクションでどんな話をしているのかは想像がつく。

「わあああ！　やめてえええ！」

　つむぎは慌てて千尋にＬＩＮＥを送り、「私の個人情報をしゃべっちゃだめー！　教えないでー！」とお願いした。

「ばれてませんように、ばれてませんように、ばれてませんように」

　必死に祈るつむぎの耳に、「ピロンッ♪」というＬＩＮＥの通知音が聞こえた。見てみると、恵一先生からのメッセージが届いていた。







恵一：今度の日曜日、映画を見ませんか？『失敗ファミリー』が話題じゃないですか。








（……デートのお誘い？）

　つむぎは反射的に浮かんだ予感にドキッとした。『失敗ファミリー』は、今度の金曜日から公開される映画だ。「観たいな」と思っていたところで、渡りに船だ。もちろん、観たくない映画でも、相手が恵一先生なので飛びつくところなのだけど。

「い、いいのかな？　飛びついちゃうけど」

　推しでファンなものだからつい恋愛イベントを意識してしまうが。

「あっ、あんまり意識しすぎると悪いよね。先生も困っちゃうよね。痛いファンみたいになっちゃったら、だめだよね」

　つむぎが迷っていると、みやびがスマホに手を伸ばしている。

「あっ、みやび」







つむぎ：デートだ！　デートだ！








　みやびは勝手に返事をして、白ネコがキスするスタンプまで送ってしまった。

「みやび～～っ！」

「あはははっ！　あ、おねえちゃん、先生気付いてる。バレてるー！」

「え？」

　スマホ画面を見ると、恵一先生が返事を送ってきていた。







恵一：今のはみやびくんかな？（笑）








「すごい。わかるんだ」

「わかるんだね」







恵一：よかったら、みやびくんも一緒にどうぞ。











　　　◆◆◇◇◆◆◇◇◆◆









「あれ？　この子、つむぎさんでは？」

　スコップさんの声を聴いて、佐藤恵一はモニターの前で首をかしげた。つむぎさんは、恵一の担当患者である田中みやびくんのお姉さんだ。担当になってからは、二年ほどの付き合いになる。前の担当医師は女性だったので、最初は信頼関係を構築するのに少し時間がかかってしまった。けれど少しずつの会話を積み重ね、最近はとても良好な関係だ。

　みやびくんとつむぎさんは、複雑な家庭環境で育った姉弟だ。恵一は、本人たちが「うち、こんな家庭だよ」と教えてくれて知った時には、児童相談所やカウンセラーを頼ってはどうかと提案した。しかし、二人は「大丈夫」と他の大人の介入を嫌がるような気配を見せた。

　二人の様子をよく診ていた恵一の頭には、『共依存』という言葉が思い浮かんだ。恵一は、診療科の部長に相談し、児童相談所と連携しての経過観察をすることになった。

　みやびくんは、体は弱いが、やんちゃな気質のある子だ。学校では一回だけいじめられたことがあったらしい。しかし、なんとお姉さんのアドバイスでいじめっ子に「ぼく、今いじわる言われたのを動画撮ってた。やめてくれないと今すぐＳＮＳにこれを流す！」と言って脅し、さらにはスマホを取り上げようと掴みかかってきた相手に「正当防衛だ！」と言って反撃をした。もっと言うと、そのあとで教師がやってきて「何やってるんだ！」と言われたときに動画を見せ、「ぼくはいじめられました」と言いのけて、その場で相手の子の自宅に電話をかけた。

　そして、「ぼくは体が弱いので、熱が出てきました。いじめられたせいなので、慰謝料を請求しようとおもいます」などと大声で言ったのだとか。

「みやびくんをいじめるとやばいぞ」と噂になったり、「面白いことをするんだなあ、スカッとしたぞ」と面白がられたりして、お友だちが増えたらしい。その武勇伝を本人が誇らしげに話すものだから、恵一は「すごいなあ。強いんだなあ」と思った。

　一方のつむぎさんは、とてもしっかりしていて、明るくて、優しい子だ。複雑な家庭環境で苦労しているのに、そんな陰を感じさせない。みやびくんのことを第一に思っていて、「自分の人生なんていいんです、みやびのママみたいなものなんです」って態度だ。

「つむぎさんはお姉さんであってママじゃないでしょう。シングルマザーみたいになっているけど、もっと自分のための人生を生きていいんですよ。周りを頼ってください」

「はい、恵一先生！」

　返事は明るいのだが、それが逆に心配になる。そんな子だ。

「おねえちゃん、シングルマザーなの」

「んっふふ。みやびのおかげで結婚経験ないのにシングルマザーだわ！」

「それってうれしいの？」

　服装はセンスがよくて、カジュアルで可愛い。優しそうで話しやすそうな雰囲気で、実際、話しやすい。「私を接待して楽しくさせて！」というよりは「私が接待してあなたを楽しませます！」という子だ。

　なんてもったいないんだろう。もっと友だちと遊んで、やりたいことを全部好きにやって、何も心配することなく青春を謳歌していい年頃なのに。

　……それができない家庭環境だから、こんな「いい子」が完成しちゃうのだろうか。

　そう考えると、胸が痛む。自分が年上の大人として、医師として、この二人を守ってあげたい。本来受けるはずの大人からの庇護や甘やかしを与えてあげたい。

　そんな正義感のような庇護欲のような不思議な感情が湧いてしまう。それが、つむぎさんとみやびくんだった。

「ボイスチャットの声。喋り方。みやびくんらしき声も割り込んでた」

　発言履歴の検索でスコップさんの発言を検索してみるとたくさん出てきた。スコップさんはボイスチャットよりも文字チャットを愛用するメンバーなので、日々のおしゃべりの記録的な文字チャットがたくさんあるのだ。

（誰にでも簡単に検索できるものだとはいえ、ネットストーカーみたいだな）

　苦笑しつつ、手は止めることなく、目は文字を追い続ける。人柄や生活の様子は、日々のちょっとした発言ににじみでる。ひとつひとつは大した情報でなくても、パズルのピースのように大量に集合すると、「この人はこういう人なのだ」と見えてくる。

　例えば、スコップさんは、自分を偽っているけれど、嘘が苦手な人だ。猛虎弁を使っているけれど、よく素の発言もしている。

　性別を言わず、偽りもしない。年齢もだ。ネットなのだし、ボイスチャットを使わないのなら偽り放題なのに、「内緒」とか「言わない主義」で偽ることなく「答えない」というスタンスを貫いているのだ。

　そして、礼儀正しい。挨拶がちゃんとできていて、ありがとう、すみません、が言える。当たり前じゃないかと思われるかもしれないが、この「当たり前」が匿名性の高いネットコミュニティだと「当たり前」じゃなくなりやすいのだ。

「……っと、これは、見たことのある写真だ」

　二人で出かけたカフェの写真が出てきた。デートの時に撮っていた写真と、そっくりだ。

　さらに、ゲームの話題を話すスレではつむぎさんが教えてくれた乙女ゲームの話をしていて、その内容が、つむぎさんととても重なる。筋トレのスレで話している内容も、つむぎさんっぽい。

　あと、さっきボイスチャットで話した「沼ち」さんは「幼馴染」と言っていた。

「なんかネット小説書いてる医者がいるらしくて興味持ったみたいでさあ、俺がいろいろ教えてやったんだけど」と得意げに話していた。

「スコップさんって、つむぎさん？　……ネット小説書いてる医者って……」

　あれ？

　ネット小説書いてる医者って、自分では？

　恵一は動揺した。

　ＬＩＮＥの画面を開いて聞いてみようかと思ったが、何度かメッセージを送信しかけて、頭を抱える。

「聞いてどうするんだ」

　そして、気づけば代わりに「今度の日曜日、映画を見ませんか」というメッセージを送っていた。

















16．失敗ファミリー












　映画館デートは、みやびも一緒になった。

　ちょうど話題のファミリー向けアニメ映画『失敗ファミリー』が上映されていて、「観たいね」と話していたのだ。

　映画館は広くて、ロビーに特大モニターとクッションの厚い長椅子の列があって、ついでにちょっと薄暗い。まるでロビーが既に上映会場であるかのように雰囲気を演出されていて、非日常空間にやってきたぞって感じがある。

　みやびは黒い帽子をかぶり、セージグリーンのナイロンジャケットにグレーのスウェットパンツ姿。つむぎはしわになりにくい素材のプリーツロングスカートを履き、ビビットなオレンジ色のカーディガンを寒暖調整用に肩掛けしている。

「おねえちゃん、二人っきりがよかった？　ごめんね」

「みやび！　そういうの、気にしないの」

「ぼく、見ないから二人でチュウしていいよ」

「しないって！」

　スマホで「今、着きました」とＬＩＮＥメッセージを送ろうとした時、恵一先生が二人を見つけて声をかけてきた。

「お二人とも、こんにちはー」

　恵一先生は淡い色味が特徴的なペールブルーのフーディに白パンツで、薄暗いロビーがそこだけ明るくなったような安心感があった。

　券売機でチケットを買い、開場を待ちながら売店を覗く。

　長時間の鑑賞なので、買いこむ食糧はいっぱいだ。バケツカップ入りのポップコーンセットに紙箱に入ったスパイシーチキン、タコスミートとクアトロチーズのホットドッグ。

「ドリンクはいかがなさいますか？」

「ぼくトロピカルマンゴー！」

「私はコーラ」

　食欲を誘ういい匂いが、薄暗い会場でふわっと鼻腔をくすぐる。なんだかワクワクだ。

「みやび、ポップコーンとドリンク持てる？」

「うん！　ここにセットするの」

　専用のトレイには、バケツカップとドリンクカップをセットするための穴がある。

　みやびは「ぼく、これ大好き」と楽しそうに言ってトレイを運んだ。

「お菓子も買いましょうか？」

「あ、買いたーい」






　お菓子コーナーには、量り売りがあった。透明なケースに入ったグミやチョコ、キャンディの中から好きなものを好きなだけ袋に入れて、重量に応じて料金が決まるのだ。

　荷物を置くための丸い小テーブルスタンドに人数分の食糧を置いて、宝物をコレクションするみたいに好きなお菓子を選んで詰めていく時間は、楽しい。

「みやび、おねえちゃんの袋にコーラグミ入れて」

「ぼく、カエルグミいれたよ」

「先生はマーブルチョコかな」

　お菓子袋を追加で持って「転ばないように」「足元気を付けて」と声をかけあいながら入場する。やわらかいカーペットが敷かれた通路は歩き心地がいいけど、うっかり転んだら大惨事だ。全員両手がふさがっていて、ちょっとドキドキする。

　チケットに書いてある番号――五百四十一席ある大きな会場、５番会場に入ると、みやびが「ここだー！」と興奮気味の声をあげた。巨大なスクリーンが前方にどーんっと設置されていて、たくさんの椅子がずらりと並ぶ。通路が階段になっていて、一段ごとに椅子が並び、後ろにいくほど高い位置からの鑑賞になる。

「真ん中ぐらいの高さで、かつトイレに行きやすいように通路側。いい位置ですね」

　みやびを真ん中にして三人で並んで座り、トレイを座席のアーム部分にはめて、準備完了！

「みやび、トイレいっとこっか？」

「うん」

「恵一先生。私たち、開始までまだ時間がありますから、トイレにいってきます」

「いってらっしゃい」

　みやびと席を立って男性用トイレと女性用トイレに分かれて入る。トイレを済ませて出ていくと、「おねえちゃーん」とみやびが男性用トイレから出てくるところだった。

　ポケットからハンカチとコインケースが落ちそうになっている――というか、近くにいたおじさんが手を伸ばして、コインケースをひったくろうとする瞬間が見えたので、つむぎは反射的に手を伸ばしておじさんの手をつかんだ。

「すいませーん、この人、うちの子のコインケースを窃盗しようとしました」

　大きな声で言えば、おじさんは暴れようとした。

「えっ、なになに」

「泥棒だって」

「おいっ、暴れるなよ」

　近くにいた人たちが手を貸してくれて、おじさんを押さえ込む。

　警備の人がやってきておじさんを連れて行き、「今日はトラブルが多いですね」と困り顔だ。

「簡単にでいいので、何が起きたのかを話していただいていいですか？」

　警備の人が事情聴取の協力を求めるので、つむぎは一部始終を教えた。

「さっきも、５番会場で具合が悪くなった人が出たんですよ。救急車を呼んだところでして、それが落ち着くまで上映開始時間が遅くなるかと」

「えっ、そうなんですか」

　ちょうどそのタイミングで、場内アナウンスが流れた。

『お客様へお知らせします。５番会場にて急病人が出たため、上映開始時間が遅延いたします。楽しみにお待ちいただいていたところ、まことに恐縮ですが、どうぞご理解とご協力をくださいますよう、お願い申し上げます』

「本当ですね」

「申し訳ありません」

「あっ、いえいえ。警備さんのせいじゃないですし、仕方ないといいますか……誰も悪くないですよ、急病なんですから」

　警備の人と話しながら、ＬＩＮＥチャットで「ちょっと戻るのが遅くなりますけど、上映時間も遅くなるみたいですね？」と連絡を入れる。既読がつかない。

　ちょっとだけ心配になったところに、救急隊員が数人がかりで担架を持ち、急病人を運ぶのが見えた。女の人だ。

「お医者様が場内にいらしたので、応急処置を受けることができました」

　付き添い人らしき家族の人が涙声で情報を伝えながら、一緒に会場を出ていく。

　……お医者様。

　もしかして？　と思いながら会場に戻ると、自分たちの席の周りに「おつかれさまでした」と労われる恵一先生の姿が。

「あの、もしかして急病人の応急処置をなさってました？」

「あ、つむぎさん。ちょうど近くの席の方が持病の発作を起こされたようでして。でも、命に別状はないと思います。なかなか戻られないので心配してたんですよ……って、ＬＩＮＥが来てましたね。見落としていました、すみません」

　遅延はしたが、映画の上映はする様子。

「お疲れ様です」

　と尊敬の目を向けていると、「あの若い奥さんが泥棒をつかまえててね」と噂される声が聞こえてくる。

　自分のこととは思われないはず！　と他人事のような顔をしていると、「隣にいる旦那さんはお医者様でしょ？　ご夫婦そろってすごいのね」という声が聞こえてくる。

「つむぎさん。もしかして泥棒をつかまえたりしました？」

「あ、あはは」

「おねえちゃん、格好良かった！」

　それにしても、自分たちはもしかして子連れの夫婦に見えているのだろうか？

　つむぎは顔を赤くした。会場が暗くてよかった――満更でもない、どころか、にやにやとして喜んで緩み切った顔になってしまっているだろうから。

　ブザーが鳴って、もともと薄暗かった会場がパッと真っ暗になる。ドキッとしていると、前方のモニターが映像を映し出し――上映が始まった。

　映画は、寄せ集めのニセ家族がお互いを大切に想いながら誤解しあったり、隠し事をしあったり、助け合ったりするストーリーだった。






　家族向けの内容なので、わかりやすくて、笑うところもあり、涙するところもあり。大人がつい感動してしまうようなシーンでうるっと目頭を熱くしたつむぎがハンカチをこそこそと目にあてると、視界の端っこで恵一先生も眼鏡を外し、同じ動作をしているのが見えた。
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　目が合うと、ちょっと照れたみたいな微笑を見せてくれて、つむぎはきゅんっとした。

（私がうるっと感動するシーンで、恵一先生もうるっとするんだなぁ）

　そう思うと、なんだかときめいてしまって、たまらなくなった。

















17．結婚するの？












　映画デートの翌日、つむぎはディスコードの作業通話チャット欄を見ていた。







さとう恵一：失敗ファミリー、楽しかったですね　＠スコップさん








「＠スコップさん」は、「この発言はスコップさんに向けての発言ですよ」という意味だ。

「あ、あっれえ」

　これ、ばれているのでは？　と、見ていると、そのチャットがスッと削除される。

「あ、あれえ」







さとう恵一：すみません。ちょっと浮かれてしまって、間違えました








　間違い発言だったらしい。本当に～？　つむぎはドキドキしながら「ログ見てなかったわ！」と反応を返しておいた。眺めていると、チャットログがぽつり、ぽつりと雨だれのように流れてくる。







さとう恵一：実は、最近気になる人がいるんです。

沼ち：作業部屋で恋愛相談か？　いいぞ、やれ








（あれ？　恋愛相談？）

　つむぎはドキッとした。







さとう恵一：いえ、職場の上司に相談したんですよ。お付き合いしていいんでしょうか、と。そうしたら「うちの職場は結婚は推奨してるんだ」と。どうやらＯＫらしいんですね。

沼ち：よかったじゃん。俺も幼馴染と結婚しよ　＠スコップさん　おい結婚するぞ








「あれ？　恵一先生、結婚するの？」

　文字が衝撃すぎて、つむぎは数秒間、思考停止した。ショックだ。いや、でも恵一先生にとってはめでたいことで……おめでとうって書くべきで。

　でも、おめでとうという文字が入力できない。なんだか、ショックが大きすぎて今すぐに退室して布団をかぶって寝てしまいたい。







さとう恵一：お二人って、そういうご関係なんですか？

沼ち：そりゃ幼馴染だぜ。舐めちゃいかんぜよ（笑）








「ん？　なんか、否定したほうがいいことを言われてる気がする」







スコップさん：勝手なこというな　＠沼ち






さとう恵一：そろそろ寝る時間でした。最新話が書けましたよ。推敲もできたので、更新っと……。

スコップさん：おっ、おつかれさんやで！








　投稿されたての最新話は、世の中で作者以外誰も知らない物語だ。つむぎは現実から目を背けるようにして最新話を読んだ。









　　　◆◆◇◇◆◆◇◇◆◆










『余命１年の魔女ですが、死ぬ前に悪役を救おうとしていたら原作にない三角関係が始まっちゃいました!?』最新話






　神聖調停者の職務は多忙なのに、シュベールは余暇の時間に図書館に行ったり教会に行ったりと大忙しだ。何か隠している様子で、時折深刻な表情を見せることもある。

「シュベール様。そちらのフロアは禁書庫ではありませんか？　ページを開いただけで鼓膜を破るような悪魔の咆哮が響くとか、見ただけで呪われるような危険な書物があると聞いたことがあります」

「うん、うん。そういった禁書を調べるんだ。アリューシャはここで待っていていいよ」

「私は護衛です。危険がある場所と聞いて黙って待っているなんてできませんよ」

　護衛役の魔女アリューシャは呆れ顔でシュベールについていった。禁書庫のフロアの入り口には、結界がある。内部の声が外に漏れないように。内部の本が外に持ち出せないように。内部でもし魔性の存在が暴れても、外には出られないように。その結界をくぐり、分厚い扉を開けると、悲鳴が聞こえてきた。

「いやあぁん！　食べないで～～！」

　女の子の悲鳴だ。

「おや、先客がいるみたいだね」

「あっ……」

　駆け付けてみると、本棚の向こう側に、悲鳴の主がいた。魔女風のドレスローブに身を包んだ女の子だ。

　床に開かれた大きな本に、子供が気ままに筆を遊ばせたようなデフォルメのきいた漫画調の牙がずらっと生えていて、女の子の上半身は本にあむあむと齧られていた。あれは危険な書物だ。女の子は危険な書物をうっかり開いて、襲われている最中らしい。

　アリューシャは急いで短杖をふり、呪文を唱えた。

「魔性を退ける光よ！」

　短杖から眩い光がほとばしり、本が牙を消して大人しくなる。アリューシャは女の子を自分の方へと抱き寄せて、「もう大丈夫ですよ」と安心させるように微笑んだ。

「呪いを解く本を探していたら、ここって危ない本ばっかりで……」

　うるうると潤んだ目をする女の子は、年下のようだった。名前を聞くと、少し迷ってから「レメノリアです」と教えてくれる。ちょっとワケアリな雰囲気の子だった。











　　　◆◆◇◇◆◆◇◇◆◆









　つむぎは最新話に没入した。

「ふむふむ。あ、ベルゼオールが来た。禁書庫、ダンジョンみたいで面白い。レメノリアちゃんってベルゼオールに気があるんだぁ」

　新キャラも登場したし、お話も前に転がっていっている感じがあって、面白い。いつものように感想を書こうとして、つむぎは手を止めた。もやもやとした感情があって、いつもと同じ感想のやりとりでは未消化になってしまうような気がしたからだ。

「私、嫉妬してるのかな。デートを二回もして、勘違いしちゃったかな。期待しちゃってたかな」

　推しだ、と思っていた。憧れだ、と感じていた。……好きだった。

「……考えてみたら、私のしてることって推し活というよりも、ネットストーカーみたいじゃん」

　ふと、つむぎは自分が恥ずかしくなった。今すぐに恥ずかしい自分を「ごめんなさい」って謝って、「もうやめます」と言わないといけないのでは、と思えてきた。

　少し考えてから、つむぎは感想欄に感想を書いた。







スコップさん：おつかれさん。最新話おもしろかったで。








　その一言のあと、『ところで、ワイ、今日で感想書く活動、やめるわ。今までおおきに。これからも頑張ってな。感想は書かなくなるけど、応援しています』と続けようとして、つむぎはその文章を削除した。






「やめるってわざわざ言う必要ある？　気を引きたい人みたいで、痛いじゃん」

　いつもと同じことをしゃべっていた相手が、ある日突然、それきりになる。それは、ネットでは珍しくもなんともないことだ。逆に「もうしゃべらない。さよなら、今までありがとう！」と言う人は、「さよならするのやめました」となりやすい。

「あはは。私、なにやってんだろ」

　つむぎは「おつかれさん。最新話おもしろかったで」を最後の感想にして、続きを読むのもやめて、ディスコードのアプリも消した。









　　　◆◆◇◇◆◆◇◇◆◆









　小説を読み、感想を書くのをやめた。ディスコードもやめた。恵一先生は、ＬＩＮＥで「最近ご趣味の活動とかはお休みですか」とそれとなく質問してきた。これはやっぱり、自分がスコップさんなのはばれているんだ、とつむぎは確信を抱いた。

「趣味はお休み中です」と返事をしたら、その話題は触れてはいけないものになったみたいに、もうされなくなった。

















18．僕が幸せにするつもりです












　二週間後。

「なあ、つむぎ」

　千尋が「マクドマルドに来い」と言うので行ってみると、結婚情報誌と付録の婚姻届が広げられた。






「前にディスコードで話してたけど、お前最近あの先生といい感じだったろ？　でも、もう距離を取ろうとしてるよな？」

「うっ」

「見てたらわかりやすいぞ、お前ら。ちなみに、まだ好きなんだろー」

「そ、それは、そう」

「なんで距離取るん？」

「そりゃあ……冷静になってみたら、こっそり名前を隠して近づいてって、私、ネットストーカーみたいじゃん？　恥ずかしくなったからだよ。それに、先生、職場の人と結婚するって言ってたし」

　恥ずかしい。つむぎは熟れたトマトみたいに真っ赤になった。

　しかし、それと結婚情報誌と付録の婚姻届が何の関係？　と見ていると、千尋はボールペンを置いた。

「俺たち、そろそろ結婚するか？　あの先生と破局したなら、さ。お前とうまくいくのは俺くらいだと思うぜ。未婚なのに子持ちみたいになってるお前じゃ、新しい相手探すのもハードル高いぜ」

「すっごい、同情されてるみたいなプロポーズ！」

「ふふん。俺様は優しいだろ。ちゃんと愛してやるから安心しろよ」

　千尋は偉そうにふんぞり返っている。

　会話が聞こえたのだろう、周囲の席の人たちが「ねえ、聞いた？」「面白いプロポーズ」「こんなところで堂々と！」と好奇心全開で見てくる。恥ずかしい！

「結構ですー！　私、結婚願望ないんで！」

「そういうとこだぞ、ハードル高いって。探すの大変なんだから……おっと？」

　千尋が急に目を丸くして、店の入り口の方を見る。なんだろう？　と思っていると、腕がぐいっと誰かに捕まれ、引っ張られるのを感じた。

「破局してません！　まだ！　僕は職場の上司につむぎさんとの交際の許可をもらっただけで、職場の人とは結婚しませんし、名前を隠して応援してくれていたのはとても嬉しかったです！」

「えっ」

　つむぎは、息が止まりそうなほど驚いた。

「……恵一先生！」

　なんと、そこには恵一先生が立っていたのだ。焦った様子のちょっと必死な顔の恵一先生は、大声で宣言した。

「僕は、つむぎさんが好きです。みやびくんのパパみたいになって三人で暮らす生活もできる、と思っています。二人まとめて、僕が幸せにするつもりです！」

　店中がざわっとして、きゃーっと黄色い歓声が沸く。

　なに、この状況？

　現実？　すごいセリフが聞こえちゃった。

　つむぎは耳を疑い、目を疑い、恥ずかしくてたまらなくなって立ち上がった。

「だってよ。よかったな！」

　あっ、千尋がにやにやしてる。

　さては、千尋の仕業か、この茶番？　二人を呼び出して、近くの席に恵一先生を隠しておいて、こうなるようにけしかけたんだ。

「あのっ、ここじゃ、ちょっと」

「そ、そうですよね。すみません」

　手を引かれて、二人一緒に、店を出る。店の外に停めていた黒い車に「よかったら、送るので」と誘われて、どきりとする。今までは現地で待ち合わせして現地で解散していたので、恵一先生の車に乗せてもらうのは、初めてだ。助手席に乗せてもらって、扉が閉められると、二人きりの密室感を意識してしまう。

　ハンドルを握る恵一先生は格好よかった。

「すみませんでした。恥ずかしい思いをさせてしまって」

「あっ、い、いえ。嬉しかったです！　録音したいくらいでした……！　あ、本音がつい、すみませんっ」

「ええと、それは僕の告白を受け止めてくださるという解釈でいいのでしょうか？」

「あっ、えっと」

　謝られて、思わず本音を率直に返してしまった。

　えっ、「そうです」って返事をしていいんだろうか？

「わ、私、夢とか見てません？　これ、現実かな」

「頬をつねってみますか？　つむぎさん？」

「あ、お願いしたいかも――」

　軽いノリで言うと、恵一先生の手がふにっと頬をつまんで、すぐに離れていく。

　そして、車が走り出した。

「……現実っぽぉい」

　車の窓に視線をやると、都会の景色が後ろへと流れていく。つむぎとみやびが暮らすマンションには、すぐに到着した。駐車場に車が停まって、シートベルトを外しながらつむぎは言葉を探した。

「あの、私、恵一先生のことが好きなので……」

　夢を見ているよう。でも、これって現実らしい。

　そんなふわふわとした気分で、つむぎは「いいのかな？」と何度も自分に問いかけた。

　こんなに私に都合のいい現実で、いいの？

　私、すっごく幸せになっちゃってるんだけど？

「あの、今、……幸せな気分です。拝みます。ありがとうございます。お、お金とか払った方がよかったりします？」

　ふわふわと言えば、恵一先生は目を丸くしてから口元に手を当てて視線を逸らした。

「お金は払わなくてもいいですが、……いいですか？」

　何が？

　と思いながら頷くと、覆いかぶさるようにして顔が近づけられる。

　頬に手が添えられて、じっと見つめられる。

　あっ、これ、そういう？

　つむぎはおろおろして、どきどきして、覚悟を決めて睫毛を伏せて、導かれるままに顔を軽く相手の側へと傾けた。

　無言の了承に、安堵したような吐息を感じる。

　鼻先が軽くこすれて、吐息が掠めるように、羽毛がふわっと触れるみたいに、唇と唇が触れる。

　ほんの、一瞬。

　神聖な儀式みたいに触れ合って、そっと離れていく。
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「自分よりも他人のために頑張ってしまうところや、前向きで強いところが素敵だなと思っていました。とても苦労なさっていて、他人を頼るのが下手なところが、ずっと気になっていて……僕が支えたい、甘やかしてあげたい、力になりたいと思っていました」

　ひたむきに注がれる視線が、捧げられる言葉が、甘くて熱い。

「改めて申し込みます。結婚を前提にお付き合いしてください、僕と」

　まっすぐに言われて、つむぎは涙をあふれさせてしまった。

「わ、……私でよければ、ぜひ」

　嬉しい告白に、自分もと言葉を探して、思い出を振り返って胸がいっぱいになる。

「私は、恵一先生の…………」

　こんなところが素敵だった。惹かれました、って言うところだ。好きなところは、いっぱいある。好きな気持ちを、いっぱい伝えたい。

「顔が好きです」

「か、顔？　ありがとうございます？」

「眼鏡も好きです」

「眼鏡？」

　いけない、顔と眼鏡だけだと思われちゃう。つむぎは「すーっ」と息を吸って、思いのたけを吐き出した。

「背が高くて、清潔感があって、上品で、頭がよくて。ゆっくり柔らかにお話して、話をじっくり聞いてくれたり、理解してくれるところとか。看護師さんにも丁寧な態度で、ぜんぜん偉そうなところがなくて。ちっちゃい子がいたずらでびっくりさせようとしたときに、びっくりして喜ばせてあげてるところとか、見たことあって。優しいなって思って。……私たちのことも、心から心配してくれてるのがわかったし」

「あと、魔女が主人公のロマンス書いてるのも、読まれなくてしょんぼりしてるのも、ギャップがすごくて……感想のお返事とか、すごく腰が低くて、人柄の良さが感じられて、いつも癒されていました」

　一気にまくしたてて「はぁはぁ」と息継ぎしていると、恵一先生は「録音したいって気持ちがすごくわかりました」と笑ってくれた。そして、種明かしをしてくれた。

「こういうことを言うと、もしかすると気持ち悪いと思われるかなとも思ったのですけど、僕の小説のアリューシャは、つむぎさんがモデルなんですよ」

「えっ？」

　恵一先生は、照れ隠しをするように自分の手で自分の髪をくしゃりと乱した。そんな場合じゃないのに、ちょっと上向きに視線を逸らして目を細めている姿に謎の色気を感じて、つむぎは見惚れてしまった。

「つまり、他の誰かのために頑張っていて、自分を犠牲にしちゃってる感じの女の子を、えー……僕が思う、僕の理想のヒーローが助けて幸せにしたいなという……」

　話すうちに、恵一先生の顔が赤くなっていく。つむぎは両手を自分の口元に当てた。

「理想の自分が私を幸せにしてくれる、的な」

「そう言われると死ぬほど恥ずかしい感じですね、すみません」

「い、いえ」

　言われた内容は刺激的で、なんだか自分まで恥ずかしいような気がして。恥ずかしがっている恵一先生は、可愛い、なんて思ってしまって。つむぎは「この目の前の青年が大好きだ」と思った。

















19．「ただいま」












　帰宅して落ち着いてから、つむぎは千尋にＬＩＮＥチャットを送った。







つむぎ：千尋のおかげで、恵一先生と結婚を前提にお付き合いすることになりました（報告）ありがとう。








　白ネコの「ありがとう」スタンプを送ると、千尋から返事のチャットが送られてくる。







千尋：おお、おめでとう！








　千尋が「おめでとう」スタンプを送ってくる。もう一度「ありがとう」スタンプを返すと、千尋はチャットを追加してきた。







千尋：俺さ、もしお前らが本当に破局したら、本当にお前の面倒見てもいいって思ってたんだぜ（笑）








　つむぎは千尋のチャットをまじまじと見つめた。本気か、冗談かは、幼馴染だからわかってしまった。

「みやび、お姉ちゃん、ちょっとだけ外に出てくるね」

　みやびにそっと声をかけて、つむぎはマンションの外に出てこっそりと電話をかけた。頭上には、都会の空ならではのうっすらとした星空が広がっている。恵一先生が描くファンタジー世界の星空は、きっともっと澄み渡っていて、キラキラした夢のような空なんだろうな。

　そんなことを思いながら、つむぎは子どもの頃に千尋と「家に帰りたくないね」なんて言いながら公園にいつまでも居座って、ジャングルジムで星空を見上げたのを思い出した。

　千尋のお母さんとつむぎのお母さんが一緒に迎えにきて、とても心配していて。あの頃は、思えば自分は普通の家の普通の子だと思っていた気がする。

　それが、いつの間にか……。

「電話？　珍しいな」

　千尋の声を聞くと、子どもの頃に戻ったみたいな錯覚を覚えた。

「千尋、ありがとう」

「おお。次はさ、俺が彼女作るときに協力しろよな」

「あははっ、わかったよ」

「子どもができたら、一緒に公園デビューさせてさ」

「いいね」

「帰りが遅かったら一緒に大騒ぎして探して、公園に迎えにいくんだ」

「うん」

　同じことを思い出しているんだ。それを感じて、つむぎはしんみりとした。

　二人で話しながら星を見て待っていたら、空の端っこで星が流れるのが見えた。流れ星だ。

「私の大切な人たちが、みんな幸せになれたらいいな」

　星に願うことしかできないなんて、人間ってちっぽけだ。そんなことを考えていると、「俺は推し活マインドを持ってるから、もうすでに幸せだけどな」と言う声が聞こえる。

「ああ……千尋って、いいやつだよね」

「それ、モテない男が言われるやつだからやめろ」

「ごめん」

　流れ星が消えて、電話が終わる。マンションに戻ると、みやびが「おかえり」と笑ってくれた。

（おかえりと言ってくれる家族がいるのって、幸せだな）

　……自分は、とっても幸せな人間じゃないかな？　つむぎはみやびをぎゅうっと抱きしめて、「ただいま」と微笑んだ。
















20．家族だって












　よく晴れた日。

　みやびの学校で、運動会が開かれた。

「ぼく、隣のクラスのカナちゃんに『借り物競争出るんでしょ、がんばってね』って言われたよ」

　みやびは体調もよく、張り切って競技に向かった。真っ赤なハチマキを巻いてスタート地点で準備するみやびを写真に撮っていると、隣に座って応援する恵一先生がスマホカメラを向けてくる。

「応援しているつむぎさんをあとでみやびくんに見せてあげようと思って。あと、僕が個人的に待ち受けにします」

「あとで三人で撮りましょうか。そうしたら、私もお揃いにできますし」

　話しているうちに、みやびがスタートしている。体が弱くて寝込むことの多いみやびは、他の子よりもどうしても体力がない。でも、だからこそ「みんなと一緒に走ったりするの、嬉しい！」とはしゃいでいる。元気いっぱいに走っている姿は楽しそうで、とびっきり輝いて見えた。

「がんばれー！」

　声援が飛ぶ。周りのお父さんやお母さんが、笑顔で応援している。自分の子供が走っていない親でも「みんながんばれー」と応援しているのがあったかい感じだ。

「せーの」

　恵一先生と視線を交わして、一緒に「がんばれ！」と言ったタイミングで、みやびが応援席に向かってくる。手には、借り物のお題を書いたカードがあった。

「おねえちゃん、先生、ぼくのお題、家族だって！」

　みやびはそう言ってカードをポケットにしまい、二人に両手を差し出した。

　三人で走ってゴールテープを切った瞬間は、お日様が眩しくて、拍手が気持ち良くて、最高の気分だった。

「はぁ、はぁっ」

「ゴールだー！」

「みやび、がんばったねえ！」

　三人でゴールの喜びを分かち合っていると、みやびが「見て見て」と視線を促してくる。

「カナちゃんが手を振ってる。ぼく、行ってくる」

　黒髪を三つ編みにしたカナちゃんは、可愛かった。

「カナちゃーん。ぼく、転ばなかったぜ。格好よかっただろ？」

「みやびくん、格好よかった！　パパとママも仲良いんだね」






　カナちゃんとの会話がきこえてくる。微笑ましい会話にニコニコしていると、恵一先生がそっと手を握ってくれた。

「みやびくん。パパはママと応援席に戻りますね」

　恵一先生が自然に声をかけて、みやびはその日一番の輝く笑顔で「うん！」と返事した。

（本当は、普通の家庭に憧れてたのかもしれない）

　みやびの笑顔を見て、つむぎは歪んだ家庭に育った自分たちを意識した。

「あの、先生。なんだか、すみません」

　普通のカップルの在り方を想像して、つい謝ってしまう。結婚してないのに、子持ちみたいで。パパのフリまでさせちゃって。つむぎが謝ると、恵一先生は水筒からカップにジュースを注いでくれて、「いいえ」と微笑んだ。

「みやびくんのおかげで、パパ気分が味わえました。色々な体験をすると趣味の小説にも活きてきますし、小児科医としてもパパの経験値は活かせます。疑似体験ですから、本物にはかなわないとは思いますが……僕にメリットがあるんですよ」

　丁寧に言葉を探すように言ってから、「それに、」と付け足す瞳は愛情がいっぱいだった。

「それに、僕はつむぎさんとみやびくんが大好きで、早く家族になりたいし、パパになりたいと思っているので。幸せです」

　その心がたっぷり籠った声はあたたかくて、つむぎは胸がいっぱいになった。









　　　◆◆◇◇◆◆◇◇◆◆









　運動会の後、自宅に帰ってから、みやびは「今日、楽しかった！」と大はしゃぎだった。つむぎは「良かった」と思いつつ、スマホで更新通知を受け取った。

「恵一先生、お疲れでしょうに」

　小説が更新されている。見てみると、『番外編』というサブタイトルで、作中のキャラたちが運動会みたいなイベントをして楽しんでいた。

　なるほど、本編に関係のない番外編の中で、アリューシャは余命を意識することも忘れて楽しそうに仲間たちと過ごしている。それを読んで、つむぎは微笑ましい気分になった。







スコップさん：番外編もええなあ！　この世界でキャラたちが生きてるって感じがするわ！








　いつものように感想を書くと、心地のよい疲労感が湧いてきた。

　と、今度はぴろんっとＬＩＮＥ通知がくる。恵一先生がＬＩＮＥチャットを送ってきていた。







恵一先生：今日は運動会に呼んでくださってありがとうございました。とても楽しかったです！　それと、ご感想ありがとうございました。本編の続きを書こうとしているのですが、箇条書きのあらすじみたいになっちゃうんですよね。








「んん？　恵一先生、執筆に詰まってるんだ？」

　つむぎは首をかしげて少し考えてから、チャットを返してみた。







つむぎ：どんなあらすじですか？








　すると、ぴろんっとチャットの通知音が続いて、あらすじが送られてくる。






　アリューシャは、王都の呪的な仕掛けに気付く。

「どうやって気づくのかな」

　外交的に緊張関係にある隣国が仕掛けたものだ。

「隣国が仕掛けたんだって、どうしてわかったんだろう」

　その仕掛けは魔法を暴走させたり、負の感情を集めて蓄積し、隣国側の呪術師に利用させるような効果があった。そのせいでレメノリアがベルゼオールにかけようとした「恋のおまじない」が命を奪う呪いになってしまったのだ。

「恋のおまじないが余命一年の呪いになったんだ。あれ、今私、すごいネタバレを見ている……？」

　アリューシャたちは隣国の仕掛けを破壊し、隣国へ呪い返しをした。






「ここ、みんなで団結して頑張るシーンかな。想像するとアツいかも」

　国際社会を味方につけることができて、隣国国主は隣国に呪詛を仕掛けた罪で国際的に裁かれ、国主交代。隣国は要指導国家となり、領土を周辺国家に分けたり賠償金を支払うことになり国力を削がれることに。また各国からの監視官や指導官が派遣・常駐し、「ほっといてももう大丈夫」となるまで国際社会でしっかり面倒を見ることに決まる。

「わあ、なんだか国同士の政治的なお話に発展するんだなぁ」

　事件自体は一件落着したが、アリューシャの呪いはそのままだ。

「えっ、そうなんだ？　じゃあ、死んじゃうじゃん……」

　つむぎはひと通り読んで考えをまとめてみて、思ったことを全部恵一先生に送ってみた。







つむぎ：ワイが思ったこと全部書いてみたで！








「あっ、眠くてスコップさん口調になっちゃった」

　ちょっと恥ずかしいかも。そう思いながら、つむぎは欠伸をした。チャットで何かを「どうですか？」と聞かれてる。頭がもう働かな～い。でも、恵一先生の尋ねることなら、なんでもＯＫに決まってる。つむぎは寝惚けながら白ネコの「ＯＫ！」スタンプと「もう寝てます、すやぁ」という就寝スタンプをセットで送り、ベッドに潜り込んで意識を手放した。

















21．少年漫画のノリになっちゃ、だめだろう












「あ、つむぎさんから返事が……」

　湯上りの髪にバスタオルを当てて、スポーツドリンクをくいっと飲んで、恵一はスマホ画面に目を向けた。

「つむぎさんって本当にいい子だな。付き合いがいいなあ。思ったことを丁寧に全部教えてくれてる」

　疲れているところに愚痴みたいなチャットをつい送信してしまったが、つむぎは嫌がることなく真面目に考えてくれて、アイディアを言語化して送ってくれた。

　とても冷めたことを言えば、恵一の小説は、素人感全開の稚拙な創作だ。自分でたまに恥ずかしさを覚えてしまう部分が多い。黒歴史みたいなそれに興味を持ってくれて、読んで中身を理解してくれて、「面白い」「先が気になる」と肯定してくれる。

「天使かな？　こういう子を天使っていうんだよな」

　そして、その天使は自分の彼女なのだ。なんて幸せなのだろう。恵一は幸せを噛みしめつつ、自分がつくった小説の設計メモとつむぎのチャットを見比べた。

「アリューシャは、王都の呪的な仕掛けにどうやって気づくのか……、王都に魔獣の群れがきて、退治したシュベールが怪我をして。回復魔法をかけた時に近くにあった仕掛けが反応して暴走する……あ、ここで暴走した魔法がきっかけでさらに関係が進展するイベントを書いたら、真実を知るイベントと恋愛関係を進展するイベントが同時にできるなぁ」

　恵一は思いついたアイディアを嬉々としてメモに追加した。

「隣国が仕掛けたんだって、どうしてわかったのか……所属する魔塔に報告して調査をした結果、『これは隣国の仕業だ』とわかるとかかな。……うーん。もう少し考えようかな」

　恵一はメモに「要検討」と書いた。

「ここ、みんなで団結して頑張るシーンかな。想像するとアツいかも……か。ふふっ」

　恵一は、物語の世界のキャラたちが団結するシーンを想像した。

　少年時代に読んだ少年漫画みたいに、ベルゼオールが吠えてレメアリアが泣き、シュベールがヒーローらしい笑顔で人々の希望になる。アリューシャは一生懸命に彼らと共に走ったり、転んだり、起き上がったりして、危機を乗り越えるのだろう。

　想像するのは楽しくて、どんどん変な方向に広がっていく。気付けば脳内では敵の魔獣が二段階変身を遂げたり、星が滅びそうになったり、アリューシャが血まみれになっていたりする。行き過ぎだ。ブレーキ、ブレーキ。恵一は自分の妄想にストップをかけた。






「……っはは、楽しいけど、恋愛小説から遠ざかっていかないか？　ははは。少年漫画のノリになっちゃ、だめだろう……っ、もっとつむぎさんが喜んでくれるものを書こう！」

　ＬＩＮＥチャットを見ると、「おやすみなさい」というスタンプが届いていた。時計を見ると、つむぎの就寝時間を過ぎていた。大切な睡眠時間を奪ってしまったかもしれない。恵一はそっと反省しつつ、感謝の念を深めた。







恵一：ありがとうございました。また後日、もしよかったらお話してください。おやすみなさい、つむぎさん。大好きです。








　自分が持っているスタンプの中で一番可愛くて癒し系なスタンプを選び、「おやすみ」と送信してから、恵一は気紛れに一文を付け足した。







恵一：そうだ。一緒に暮らしませんか？　うちは広いですし、僕は一人暮らしですし。みやびくんと一緒に引越ししてきてはいかがでしょうか。








　なかなか大胆な誘いな気がする。寝る前に軽いノリで送るチャットじゃなかったかな、と思っていると、つむぎは白ネコの「ＯＫ！」というスタンプを送ってきた。その後は、白ネコがベッドですやすや眠っているスタンプだ。

「ＯＫか。あは、いいんだ？　寝惚けてそう。朝起きてびっくりするんだろうな、つむぎさん」

　イタズラを仕掛けてしまった気分。恵一はニコニコしながらＬＩＮＥ画面のスクリーンショットを撮った。本人には絶対に内緒だが、彼女との会話は恵一の宝物としてこっそりファイリングして、疲れた夜などに眺めて癒されたりしているのだ。

「さて、こちらはもう少し頑張ろうか……」

　明日は休みだし、夜は長いから。……たまに夜更かしも良いものだ。

　宝物のファイルとメモを並べて、恵一はキーボードを叩き始めた。









　　　◆◆◇◇◆◆◇◇◆◆









　翌朝、つむぎは目を疑った。

　スマホのＬＩＮＥチャットを見てみると、恵一先生が同棲を提案していて、自分は軽ーいノリでスタンプ一個で「ＯＫ！」と返事してしまっている。しかも、小説の更新通知も届いていて、なんと４話分も新しい話が追加されているのだ。どういうこと!

「えっ、何があったの？　どうしちゃったの？　何事？」

　大混乱で見てみると、追加された１話目は、深夜一時三十分に投稿されている。

　２話目は、深夜一時四十五分。３話目は三時。４話目は早朝の四時二十分……。

「が、がんばりすぎでは!?」

　同棲の件はどうしよう。寝惚けてて何も考えずに返事しましたって書いた方が誠実だよね？　つむぎはあたふたしながらＬＩＮＥチャットにメッセージを書いた。







つむぎ：昨日（今日？）、すごく頑張って執筆なさってたんですね。びっくりしました！　お疲れ様です。








　すると、なんと既読がつく。







恵一：今ジョギングから帰ってきたところでした。おはようございます、つむぎさん。








「今七時だけど……恵一先生、もしかして寝てないのかな？　徹夜してジョギング……？　えっ、どういうこと？」

　つむぎは思わず心配すぎて電話をかけてしまった。恵一先生は、疲労も寝不足も感じさせない爽やかな声だった。






「わあ、おはようございます、つむぎさん。電話してくださるなんて嬉しいです、朝一でつむぎさんの声が聴けるなんて、今日はいい一日になりそうですね」

「あの、おはようございます、恵一先生。すっごくびっくりして、心配しちゃったんですけど」

「心配してくれたんですか？」

「徹夜してジョギングしました……？　朝ごはんは食べました？　睡眠時間取れてますかっ？」

　思わず矢継ぎ早に聞いてしまう。恵一先生はつむぎの慌てようを気にした様子もなく、のんびりと「はい」と笑った。

「僕は日頃から体を鍛えてますし、普段睡眠をしっかり取っていて、健康と体力が取り柄なんですよ。徹夜を一晩くらいしても、むしろ小説が進んだことでちょっとアドレナリンが出て元気過ぎるくらいと言いますか。朝ごはんもちゃんと食べましたよ」

「そ、そ、そうですかっ？」

「つむぎさんも、朝ごはんをちゃんと食べてくださいね。そうだ、昨日は夜分遅くに相談に巻き込んでしまってすみませんでした。おかげで、最後のスタンプは寝惚けていらっしゃいましたよね」

　お見通しって感じで笑われて、つむぎは赤くなった。

「寝惚けてました！」

「あはは、そうじゃないかなって思ったんです。可愛いな。でも、ＯＫくれましたから一緒に暮らしましょうね」

「えっ」

　すごく自然な調子で言われて、つむぎはスマホを落としそうになった。

「いやですか？」

　笑い含みに問いかける恵一先生は、なるほど、「アドレナリンが出て元気過ぎる」のかもしれない？

「いやじゃないです。ぜひ、あの、よろしくお願いします……」

「よかった。嬉しいな」

　恵一先生が幸せそうに言って、「そうそう」とさらに追加で動揺させてくる。

「『先生』って呼ばれるのも嫌いじゃないのですが、これから同棲する恋人同士ですから。もしよければ、これからは『先生』はなしで呼んでください」

「ひえっ」

　ぐいぐい距離を縮めるじゃないですか！　徹夜して元気すぎちゃうとこうなるんですか？

　つむぎは押されるがまま「ひゃい」と返事をした。ちょっと色気がなさすぎて情けない感じがしたけど、恵一さんは「可愛い」と笑ってくれた。それは、糖分過多で耳がどうにかなってしまいそうなほど甘くてキラキラした笑い声だった。

　電話を終えて、つむぎは真っ赤に熟れた林檎みたいな頬をおさえた。

「今日の恵一さんは、刺激が強すぎるわ」

　家事をして、仕事をして。隙間時間に少し小説の続きを読んでみると、読むのが止まらなくなりそうになる。

「むむ。誘惑を振り切って仕事をしよう。それで、やるべきことが全部終わってから、寝る前のご褒美タイムでこの小説を読む！」

　つむぎはそう決意してお仕事を頑張り、ご褒美タイムにカモミールティーを入れて、おやつのチョコをつまみながら、小説をまとめ読みした。
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『余命１年の魔女ですが、死ぬ前に悪役を救おうとしていたら原作にない三角関係が始まっちゃいました!?』最新話






　レメノリアが鋭い刃の切っ先を自分の首にあてていたので、アリューシャは慌てて止めに入った。

　自害しようとするなんて、ショックだった。

「レメノリア。私はただ、あなたが何か知ってないかな、知ってることがあったら教えてほしいなって思っただけで……」

　言いかけた言葉に被せるように、レメノリアは告白した。

「私、地底の魔女なんです」

　亜麻色の髪を振り乱し、ミモザ色の瞳に後ろ暗さを湛えて、レメノリアが長い杖を振る。

　地底とは、魔塔に所属しない異端術師たちの地下組織。禁忌の呪術を扱ったりする魔法使いたちだ。

「ですから、あなたたちとは仲良くできません……私、禁忌の魔術書にあった魔術を使っちゃいました。恋のおまじないだと思ってたんです。でも、違った。人の寿命を減らしてしまう術だった……知らなかったじゃ済まされない。私のせいでベルゼオールが……」

　それは拒絶の言葉だった。

　アリューシャは拒絶に心を痛めつつ、それでもレメノリアの手を取った。

　調査をしたおかげで、彼女に言えることがある。

「いいえ、私たち魔塔の調べによると、それはあなたのせいじゃないわ、レメノリア」

　レメノリアの目をしっかり見つめて捧げるのは、免罪符。

「あなたが使った魔術は、間違いなく恋のおまじないだったよ。でも、魔術を使った場所の近くに、悪い仕掛けがされていたんだ。そのせいで術が歪んでしまった……けど、ベルゼオールにその術はかかってないから気にしなくていいんじゃないかな」

「えっ？」

「私、その時、彼の近くにいたんだ。それで、彼を」

　庇って代わりに術を受けた。そんな事実は伏せて、アリューシャは言葉を続けた。

「助けた！　私、天才だからね。術を無効にしたんだよ。だから、何も問題ないの」

「……ほ、本当に」

「あの時、騒ぎになってたでしょ？　あなたは見てなかったの？　私が彼の前に立ちふさがって杖を振ったところ」

「み……見た……」






　アリューシャは彼女を抱きしめた。

　そして「何も問題なし！　だから、あなたは無実なの」と何度も何度も繰り返した。

　真実を隠して、明るい未来だけでその思考を染めるように。






　＊　＊　＊






　夕暮れに染まる街に、鐘が鳴る。

　同時に、都市の至るところで魔法使いたちが準備した光の花が咲き誇った。

　東方に陣取った魔法使いたちは、アリューシャの師匠である霧の魔女ミスティカの指揮に合わせて魔力を籠める。

「悪人の思い通りには、させない」

　ポピーレッド。ココアブラウン。ジャスミンイエロー。そんな光の花がふわりと広がり。

　西方に並ぶ神聖調停者たちは、精霊の加護を受けし剣を高く掲げるシュベールの号令で、気高く声を揃えて護国の祈りを唱和する。

「我らの都市を守る――我々は、こんな時のために日々研鑽を積んでいるのだ」

　ターコイズグリーン。ナイルブルー。精霊たちは、そんな光の花と舞いながら、邪悪な仕掛けを「みーつけた」と見つけていく。

　南方で地底とつながる穴から顔と杖先を出す地底の魔法使いたちは、レメノリアの「お願い！　手伝ってくださいいぃ！」という懇願に「仕方ないな」と苦笑気味。

「地底の魔法使いたちは、この国が自分たちの縄張りだと思っているのでなあ、おらたちは地底に引き篭もって生きてるが、地上もまあ、まあ平和な方がいいわけでなぁ」

　ウィスタリア・ヴァイオレット。ラベンダー・ヴァイオレット。神秘的な光は、蔦のようにしゅるしゅると伸びて街中の地面を覆った。

　北方の時計台の上から都市を一望するアリューシャは、見つけ出されて浮き上がった呪いを消すことなく、ひとつの大きなボール状にまとめあげた。

　そして、隣国に向けてボールを押し出した。

「やられっぱなしとはいかないよね。因果応報……悪意は、悪意を放った人の元にお返ししてあげよう……とんでけーーーーーっ！」






　パウダーピンク――コーラルレッド。そんな光がボールを「あっちにいけ！」とぐいぐい押して、流星が翔けるような尾を引きながら、呪いは隣国へと流れて行った。

　この後は、外交ルートでの戦いになる。

　すべて決着して「ネイブル王国が抱えていた問題が全部解決した」と言えるようになった頃、アリューシャの余命は尽きるだろう。

「……余命が尽きる前に、旅に出よう……」

　美しい呪いの流星を見送りながら、アリューシャは決意した。






　親しい者との別れは、悲しいものだ。

　自分は死ぬから悲しみが後を引かない。死んだら、それきり。悲しみも寂しさもすべてなくなり、自我は消えるからだ。

　でも、生き残った親しい人は自分が死ぬと悲しんでくれるだろう。

　それに、万一、アリューシャの死の原因が呪いで、その呪いの原因がレメノリアだとわかってしまったら？

　……そう考えると、やはり呪いのことは隠したまま、自分は旅に出て元気にどこかで生きている、ということにして、誰にも知られずひっそりと死ぬべきだと思ったのだ。

　若干一名、シュベールだけは、アリューシャの呪いに気付いてしまっていたけれど。

「シュベールはいい人だし、きっとレメノリアを守るために内緒にしてくれる……」

　それに、自分の死を悲しんでくれるだろうな。

　アリューシャは胸をおさえた。呪いのことを知ってしまったことで、秘密の共有という重荷を負わせてしまう。悲しませてしまう。

　――そう思うと、申し訳なかった。



















23．エンディング












　つむぎは緊張しながらスマホの画面を覗き込んだ。






「さあ、いよいよラストエピソードね。わあ、サブタイトルが『エンディング』だって……」

　ウェブ小説が読まれない原因のひとつに、期待外れでとんでもなく後味の悪い結末を読まされてしまうのではないかという不安がある。

　そのリスクを理解している読者は「ハッピーエンド」のタグがある作品しか読まなかったり、完結済の作品のラストシーンを最初に読んで安全確認をしたり、安心できる作者の作品だけを読む。

　つむぎの場合は、恵一さんは酷い結末を書かないだろう、という信頼があった。と同時に、「もし思ってもみなかった結末でも、それはそれで楽しいじゃない」とも思う。

　出版社を通して世の中に品質保証付きで出ているお話と違って、ウェブ小説は個人の日記や呟きみたいに自由奔放な、ナマモノだ。

「どうしてこんなことを書いちゃったの」とびっくりするような刺激的なものがあったりする。

　人間の温もりや息づかいを感じることができるハンドメイド感があって、面白い――つむぎは、そう思った。
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『余命１年の魔女ですが、死ぬ前に悪役を救おうとしていたら原作にない三角関係が始まっちゃいました!?』エンディング






『私、呪われていて、もうすぐ死ぬんだ！』

　紅緋ルビー色の長い三つ編みを揺らし、ネイブル王国の魔塔に所属する『炎の魔女』アリューシャが叫ぶ。

　迷いの感情が揺れるアリューシャの若菜色の瞳の前には、愛着のある風景が広がっている。

　よく晴れた夏空の下。場所は、王都リンドブルムの巨大な石門の外。

　足元では、丈の長い草が風にそよいでいる。

『なんだって？　死ぬ？』

『詳しく話を……』

　驚愕と心配の表情を浮かべているのは、二人の友人。

　漆黒の髪と菫色の瞳に小麦色の肌をした外交官ベルゼオールと、亜麻色の髪にミモザ色の瞳をした『地底の魔女』レメノリア。

　ここ一年の間、少しずつ親交を深めた二人は、ひとりで旅に出ようとするアリューシャに気付いて追いかけてきてくれたのだ。

（呪いの話や余命については、言わないでいなくなろうと思ってたのに。私ったら、口が滑っちゃった）

　アリューシャは口を覆い、首を横に振った。

「ごめんね。今のは忘れて……私、なんともないから」

（別れを惜しんでくれる友達ができてよかった）

「数か月くらい世界旅行して、帰るよ。二人とも大袈裟だな、一生のお別れみたいな顔して追いかけてきたから、私、からかいたくなっちゃったじゃない」

　呪いを解く方法は、ない。もうすぐアリューシャは死んでしまう運命だ。

　友人たちには「元気で生きている」と思わせて、ひとりでひっそりと死のう。アリューシャは、そう決めたのだった。

「アリューシャ？　でも……すぐ帰るなら、魔塔を辞める必要ないよね、休職でいいはずだもの」

「俺はおかしいと思ってたんだ。アリューシャ、お前、いつも隠し事をしてる様子だった。俺は騙されないぞ」

　アリューシャは心配そうな二人から顔を背けた。

　友人たちは、あたたかい。自分を想ってくれている。……大好きな人たちだ。

「あまり仲良くしないようにしよう」と思っていたけど、いろんな人たちと仲良くなれた。

　別れがつらい、もっと生きたい、と思ってしまった。

『……っ』

　アリューシャの心に切なさの波紋が生まれた。

　胸の奥にしまい込んでいた感情が、次から次へとあふれ出す。かなしい。つらい。死にたくない。

　泣いちゃダメ。そんなことを想っちゃダメ。なんでもないよって顔で、二人を振り切って逃げちゃおう。自分を叱咤しつつ、アリューシャが一歩踏み出そうとした時――











　　　◆◆◇◇◆◆◇◇◆◆









　――切ない、つらい……と、つむぎは吐息をついた。

　余命もの。お別れするお話。こうなったらいいのに、と願望を強く持つけど、叶わないお話。そんな悲劇的な終わり方は、切なくて綺麗だ。

　美しい悲劇が人気なサイトは存在するし、一般書籍や映画でも数多く人気作がある。世の中に需要があるかないかで言えば、間違いなくある。

　でも、この小説を連載しているウェブ小説では、不人気だ。

　小説ディスコードでも「読者にウケるものを書きましょう」「そのサイトの流行に合わせたものを書いてランキングに載りましょう」と先輩作家が後輩作家に口を酸っぱくして創作論を唱えている風景が、よく見られる。

　きっと恵一さんは、ハッピーエンドにするはずだ。

　つむぎは期待を胸に、先を読み進めた。
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「アリューシャ！」

　たった一言で、善良な人柄が伝わるような。夏の暑気をやわらげて爽快さを感じさせてくれるような。日なたを、さらにパァッと明るく感じさせてくれるような。

　そんな美しく、凛とした青年の声がした。

「……シュベール様！」

　ヒマワリのような黄金色の髪に、空色の瞳をした美青年は、純白のマントをひらりと翻してアリューシャを後ろから抱きしめた。

　ヒーローは遅れてやってくる。そんな異世界のお約束を体現するかのように、アリューシャにとって特別な存在――精霊に愛され、真実を見つける瞳を持つ『神聖調停者』シュベールが駆け付けたのだ。

「アリューシャ！　君は死なないよ」

　優しい声が必死な様子で言って、全身があたたかな光に覆われる。

　これは、神聖魔法だ。アリューシャは魂が洗われるような心地よさに全身の力を抜いた。

「解呪の方法をずっと探して、研究していた。でも、なかったから自分で開発してきた」

「えっ？」

　なんて天才ぶり。

　居合わせた全員が目と耳を疑う中、シュベールはアリューシャの体を自分の方へ、仲間たちの方へと向かせ、太陽のように笑った。

「もっと早く言えたらよかったんだけど、解呪できなかった時にがっかりさせてしまうと思って、確実性が高くなってから言いたかったんだ。こんなにぎりぎりになってしまって……すまない」

　君の呪いは、解けたよ。






　爽やかに、自信満々に、シュベールが言う。

　世界に愛されし主人公オーラをキラキラさせて、「君はこれから幸せになるんだよ」と当たり前みたいに言ってくれる。

「みんなと帰ろう。死なないからこれからはもっと遠慮なく仲良くなってほしい」

　仲間たちが駆け寄ってきて、アリューシャを囲む。

　これから、新しい人生が再スタートするのだ。
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「ああ、やっぱり……ハッピーエンドだ」

　期待通り。ううん。期待を上回ってくれた。物語を通して、「苦節の後には幸せが待ってるんですよ」と希望を抱かせてくれる。彼が描く世界は明るくて、夢を見せてくれるんだ。

　スマホで小説を読んでいたつむぎは、用意していたハンカチを目に当てた。

「最終話、最高なんだけど～～!!」

「なんだか、すぐ隣で言われると照れますね……」

　隣に座っていた作者の恵一さんは、つむぎを抱きしめて自然な所作で頬にキスをした。

「最後まで読んでくださってありがとうございます、僕の読者様」

　頬に、まぶたに、恵みの雨みたいにキスが降りてきて、唇に愛しさが触れる。口付けは最初は軽くて、鳥が挨拶するみたい。

　頼りがいのある大きな手は、右の頬から耳を覆うようにして、もう一度キスされる。

　後頭部を包み込むように手が移動して、髪を撫でながら、もう一度。二度、三度と角度を変えて、少しずつ幸せを深めるように、キスが深くなっていく。

「君のことが好きです」

「……私も、あなたが大好きです！」

　息継ぎの合間に、少し掠れた声で感情たっぷりに囁く恵一さんの笑顔に、つむぎはありったけの感情をこめて答えた。

　広い都会の片隅で、家族の夜はゆっくり、のんびり、過ぎていく。

　二人の幸せな人生は、まだまだこれから。

　いや、本当のハッピーエンドはこれからだ。







了
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作者：さとう恵一






あらすじ：

悪役ベルゼオールは転生前の推しでした！

アリューシャは、魔塔のトップ３（三賢人）の一人「霧の魔女ミスティカ」を師匠に持ち、後継者と目される魔女。彼女は前世の記憶を思い出し、推しの悪役を庇ったために呪われて、余命１年になった。

「推しがナマで視れただけで幸せ！　もともと前世で死んでるしこの人生はおまけのご褒美タイムみたいなものだから死んでもいい！　みんなで幸せになってください！」

アリューシャは余命を隠し、推しを見守ることにした！　…〉〉続きを読む

















転生前の推しだったので。












「この世界、『空からの英雄』――小説の世界だ！」

　自分が異世界転生したと気付いたアリューシャは、17歳。元孤児で、努力して魔塔に入った魔女――不憫で努力家で才能がある女の子だ。三賢人、と呼ばれる魔塔のトップ３の一人「霧の魔女ミスティカ」を師匠に持ち、後継者と目されていた。

　しかし、アリューシャはある日、前世の記憶を思い出した。前世はブラック企業勤めで、過労死したのだ。死ぬ直前に読んでいたのが、『空の英雄』という小説だった。

『空の英雄』は、シュベールという神聖調停者が主人公だ。

　シュベールは23歳。ヒマワリみたいな黄金色の髪に、空色の瞳の美男子だ。

　神聖調停者とは、作中世界において裁判を担当する国家公務員。騎士の上級職にあたり、まず騎士の資格があってそこから難関試験を受けて合格することで資格を取得。実務経験を経て一人前になれる。書類仕事もするし裁判もするし、剣の腕もある――というエリート職だ。

　ストーリーとしては、相手からは嫌われているけどシュベール側は「友人だ」と思っていたベルゼオールというキャラが悪事を企む。シュベールは「ベルゼオール、どうしてこんなことをするんだ！」と、彼の悪事を阻止していく。ベルゼオールがトラブルを起こしてはシュベールが解決するお約束展開を繰り返して、ラストでベルゼオールが死ぬ。

　死んだ後で「実はベルゼオールは１年後に死ぬ呪いにかかっていた。死ぬ前にシュベールを英雄にしようと思った」という真相がわかる悲劇的なブロマンス小説である。

　アリューシャは、ベルゼオールが推しキャラだった。アリューシャだけじゃない。ベルゼオールは人気があった。

　悪役ベルゼオールも、23歳。漆黒の髪と菫色の瞳、小麦色の肌の……こちらも美男子だ。外交官の家に生まれた次男坊だが、厳しい父や優秀すぎる兄、友人シュベールへの劣等感などでひねくれた性格になった男だ。元々素行に問題があって評判が最悪だった。

　原作では呪われて余命１年になり、「どうせ死ぬならシュベールの引き立て役になって死ぬ」と言って、友人の名声をあげるために悪役の立ち回りをして死んだキャラである。

　不器用なライバルキャラのツンは、それだけで萌える。その上、自ら悪役を買って出て、悪役として主人公を意図的に引き立てて死んだのだ。しかも、その真実を読者以外知らないのだ。

　彼の尊さに悶絶する読者たちは、「誰かベルゼオールのことをわかってあげて！」とか「ベルゼオールを救いたい！」とＳＮＳを賑やかせていたものだ。

　と、そこまでを回想したアリューシャは、ハッとした。

　……待って。ベルゼオールは、今の時点ではまだ呪われてない。アリューシャは興奮した。

「もともと前世で死んでるし、この人生はおまけのご褒美タイムみたいなもの。だから死んでもいい！　……私がベルゼオールの代わりに呪われて死ぬわ！」

　アリューシャは、嬉々として悪役ベルゼオールを庇って呪われた。

「なぜ俺を庇った!?」

「転生前の推しだったので！」

　余命１年だけど病気で弱って逝ったりはせず、タイムリミットまでは超元気に日常生活ができるので、アリューシャは余命を隠して、推しを見守りながら１年を過ごすことにした。

　数日後、国の行事に参加すると、ベルゼオールが寄ってくる。そして、帰国したシュベールと初対面の出会いを果たした。
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気に入ったって？












　ネイブル王国の建国祭の日。

　三角屋根の家々の窓から紙吹雪が舞う中、アリューシャは魔女としての任務に就いていた。任務は簡単で、パレードを魔法で華やかに演出すること。もちろん、トラブルがあった時に対応するのも仕事の内だ。

　紅玉ルビー色の長い三つ編みを揺らして短杖ワンドを振り、花火を打ち上げると、王都の子どもたちが満面の笑顔で喜んでくれる。都市の風景や文化は異世界だし、人種も元いた世界とは違うけど、つむぎはこんなちょっとした瞬間に「この世界に生きている人たちも、元いた世界の人たちと同じ人間だな」と思うのだった。

　子どもにニコニコしていると、突然、声をかけられる。

「おいっ、お前……やっと見つけたぞ。あの時なぜ俺を庇った？」

　ベルゼオールだ。貴族らしさのある上質な生地のシャツの上に黒のテールコートを羽織っていて、腰にはレイピアを佩はいている。漆黒の髪は日差しに美しい艶をみせていて、顔色はいい。

　アリューシャは「推しが元気そうでよかった」と思った。

「聞いてるのか？」

　眉を寄せる顔立ちは、彫りが深い。

　元の世界の感性だと、「海外の俳優さんみたい」。

「……もしかして俺に怯えているのか？　だとしたら、すまない。そんなつもりはない」

「あ、いいえ。怖がったりはしていません。美形だなって思って、ご尊顔に見惚れていただけなので」

「俺の顔が気に入ったのか？」

　変なことを言ってしまったかも、とアリューシャは軽率な発言を後悔したが、ベルゼオールは菫色の瞳を細めた。猛獣がたまたま機嫌よく喉を鳴らしている姿を連想するような表情に、思わず見とれる。

　推しは、顔がいい。とても。

「俺もお前のことは気に入った。だから声をかけている」

「えっ、気に入ったって……？」

　ベルゼオールに言われて、アリューシャは困惑した。推しキャラ美男子に気に入られたと言われるのは、正直嬉しい。しかし、自分は余命１年で、遠くから推しキャラたちを見守ろうと思っていたところだったのだ。

　……自分もそうだが、これから死ぬ人が新しい友人をつくっても、お互いつらくないだろうか？

　死ぬこと自体は、二度目の人生ということもあり、あまり怖いとは思わなかった。ただ、人間関係には気を使ってしまう。

　アリューシャが悩んでいると、別の人物が介入してきた。

「ベルゼオール、どうしたんだ？　任務中の魔女さんを困らせちゃいけないよ」

　柔らかな口調で割り込んだ青年は、とびきり美しかった。雪のような肌に、優しげな顔立ち。長い睫毛に縁どられた瞳は、綺麗な空色だ。真夏のヒマワリを思わせる黄金の髪は、きらっきらに輝いていた。

　白を基調とした神聖調停者の制服を着ていて、ゆったりと背にマントをなびかせているのが、風を感じさせた。

　顔立ちは完璧に整っていて、光の化身みたいに特別な存在感がある。誰もが振り返り、目を奪われる美形――主人公オーラと呼ぶようなものが、彼の全身から醸し出されていた。

「久しぶりだな、シュベール。背が伸びたか」

「伸びてないよ？　ほら、並ぶと僕たち、同じ身長だ。前と同じだね」

　アリューシャは、世界が色彩を鮮やかに変化させたような錯覚を覚えた。

　爽やかな美声の主は――主人公だ。小説、『空の英雄』の主人公、『死にゆく友人の自己犠牲と献身でつくられた、虚しく哀しい理想の英雄』シュベールが目の前にいる。数年間、外国で仕事をしていた彼が、物語の冒頭で帰国する――まさに今日が、その日なのだ。

　大好きだった友人キャラコンビが目の前で会話している。こんなに興奮する出来事があるだろうか。

「おい、アリューシャだったか。顔が真っ赤だぞ、お前？」

「魔女さん、大丈夫？」

　二人揃ってアリューシャに声をかけてくる。

　不覚にも、刺激が強すぎてアリューシャは倒れてしまった。幸せな気絶だった。
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シュベールと魔女さん












　精霊の加護を持ち、真実を見つける瞳を持つ神聖調停者のシュベールは、前世についてはわからないが、今世のアリューシャの事情に限っては知ることができた。

　彼は、『魔女さん』に深く感じ入った。

　目の前で倒れた『魔女さん』……アリューシャは、紅玉ルビー色の髪に若菜色の瞳をした可憐な人で、孤児だった過去を持つらしい。見ているだけでつらくなるような、悲しくて寂しい過去だった。

　しかも、彼女は先日、シュベールの親友ベルゼオールを庇って、呪われている。余命は１年しかない。

　……だというのに、それを隠して残りの時間を献身的に過ごそうなどと。それも、シュベールとベルゼオールの友情を守りたいなどと思ってくれているとは。

　自分のことを全く顧みず、死んでもいいなどと本気で考えていて、親しい仲でもない他人の幸せを心の底から願っている――このような精神性に出会ったのは、初めてだ。それはとても神聖で尊く、同時に痛ましく思えた。

　苦労して育った17歳の女の子は、もっと自分の幸せのことを考えてほしい。彼女自身を大切にしてほしい。

　彼女が目の前で倒れて、親友のベルゼオールが慌てている。

「おい、どうした!?」

「暑気あたりかな？　僕が救護室に連れて行くよ」

「ん、あ、ああ……」

　ベルゼオールと彼女は、お互いに好意を抱いているようだ。

　まだ恋愛というほどではないけど、好意が育てば恋愛になるだろう。

　恋愛すればいい。ベルゼオールは、今は荒れているけれど、根はいい男なのだ。

　アリューシャは自分が引き立て役になり、シュベールとベルゼオールの仲を取り持とうと考えているようだが、その必要はない。シュベールが引き立て役になり、アリューシャとベルゼオールを幸せにしようではないか。

　横抱きに抱え上げた彼女は、不安になるほど軽かった。

　救護室に運び、ベッドに寝かせて寝顔を見つめて、考える。

「アリューシャを自分の傍において助けてあげたい、呪いを解いてあげたい」

　だからシュベールは、彼女を自分の護衛魔女に指名した。






　＊　＊　＊






「えっ、私がシュベール様の護衛魔女に指名されたんですか？」

　目が覚めたアリューシャは、新しい配属先を告げられた。

　神聖調停者は剣の扱いに長けている強い騎士が多い職位だが、危険も多いし、多忙を極めていて隙が生まれやすい。そのため、貴重な人材である彼らには魔塔に所属する魔法使いの護衛がつけられる。

　護衛魔女は名誉のある仕事だ。それも、英雄シュベールの護衛とは。

「誠心誠意、護衛させていただきます！」

　詰所に行って挨拶すると、シュベールは書類の山に埋もれながらお茶とお菓子を出してくれた。

「お仕事を受けてくれてありがとう、魔女さん……アリューシャさん。これからよろしくね」

　柔らかで優しく、ずっと聞いていたくなる美声に、アリューシャは恍惚となった。

「護衛のお仕事は、僕の近くにいることだ」

「はい、シュベール様」

「あと、僕が食べきれないお菓子とかを食べて欲しいかな。苦手な食べ物は無理しなくて構わない」

「かしこまりました。食べるのは好きです。苦手な食べ物もございません！」

「すばらしいね。それと……たまに寝る暇がない時があるから、代わりに近くで寝ててほしい。誰かが代わりに寝ていると自分が睡眠を取った気になれるから」

「それは、ご自分でちゃんと睡眠をお取りになった方が」

「ベルゼオールをたくさん呼びつけるから、もてなしておくれ」

「え……はい……？」

　シュベールの護衛魔女の仕事は、平和だった。

　食べて、寝て、ベルゼオールとカードゲームをしたり世間話をする。三人で、花が見ごろの庭園を散歩したりもする。何もつらいことがない、楽しい仕事だ。

　これで給金をいただいていいのだろうか、とすら思ってしまう。

　それに、ベルゼオールは原作の彼とはどんどん違う風に変化していくようだった。

　悪い変化ではなく、いい変化だ。

「最近、父上も兄上も『変わったな』と言ってくれたんだ」

「ベルゼオールは努力しているから。当然だよ」

　シュベールに言われて、ベルゼオールは満更でもなさそうにはにかんだ。

　彼は人々から「厳しい父や優秀すぎる兄、友人であるシュベールへの劣等感などでひねくれた」と噂されていた。だが、どうも最近は悪い友人関係を断ち、遊び惚けたりすることもなくなり、家のことを手伝ったり、知識をつけたりして、兄の補佐役として外交の仕事に励み出したのだった。






　＊　＊　＊






　シュベールは、親友ベルゼオールの変化を喜んでいた。

　恋は人を変える、という言葉がある。

　ベルゼオールがアリューシャに抱いていた好意は思っていた通り恋心へと変わり、彼を変えた。

　ベルゼオールは、アリューシャにシュベールより好きだと思ってもらいたくて努力するようになった。努力により実家にも居場所ができて、兄の補佐をする外交官として仕事を頑張るようになった。

　親友の良い変化は、喜ばしい。

　あとは、アリューシャだ。

　アリューシャは、誰と接していても心の距離を取りがちだ。余命のことがあるので、人との関係を構築しない方がいいと思っている様子なのだ。遺された相手を悲しませてしまうから、という理由なのがシュベールの心を揺さぶる。なんて健気なんだろう。なんとかしてあげたい。
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ほっとけない












　単純接触効果といって、その人と接触する機会が多いと、好きになっちゃうものらしい。

　護衛の仕事で毎日、シュベールとずっと一緒にいる。そのせいだろうか。アリューシャはシュベールにどんどん惹かれる自分に動揺していた。

　話せば話すほど、相手のことを知ってしまう。例えば、意外と生活力がなくて、放っておくと食事を抜いてしまうとか。仕事をがんばりすぎていて、徹夜がちだとか。自己犠牲精神があって、すぐ仲間を逃がして無理して怪我をしてしまうとか。可愛い小動物が好きだとか。ぬいぐるみにも「可愛いね」と言って、自分用のぬいぐるみをコソコソと買って部屋に飾っているとか。ホワイトソースが苦手で、だけど苦手なのを隠して頑張ってドリンクで流し込んで食べているとか。

　そしてなにより、とても優しい。

　もちろん、シュベールがよく呼びつけるので、ベルゼオールとも接する機会は多い。

　アリューシャはベルゼオールのことも好きだ。元々、推しでもある。

　ただ、何度もベルゼオールと話していると、違和感を覚えることも増えた。

　それは、「シュベールがわざとアリューシャとベルゼオールの交流時間を設けていて、自分は二人から離れて邪魔しないようにしている気配がある」という違和感だ。

　理由はわからないが、どうもシュベールは恋愛の仲人みたいに立ち回っている。そして、それがわかってしまって、逆にシュベールの方が気になってしまうのだ……。

　それに、ベルゼオールが抱えていた彼の心の内側の問題や家庭問題は解決したみたいで、心配がないなと思える。

　対して、シュベールはなんだかいつも仕事をしていて、他人ばかり優先していて、自分を顧みることがないように見えて、仕事以外でも暇さえあれば時間に追われるように調べ事をしたりしていて……心配だ。ほっとけない感じがするのだ。
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禁書庫のレメノリア












　――今日も、神聖調停者の職務は多忙なのに、シュベールは余暇の時間に図書館に行ったり教会に行ったりと大忙しだ。何か隠している様子で、時折深刻な表情を見せることもある。

「シュベール様。そちらのフロアは禁書庫ではありませんか？　ページを開いただけで鼓膜を破るような悪魔の咆哮が響くとか、見ただけで呪われるような危険な書物があると聞いたことがあります」

「うん、うん。そういった禁書を調べるんだ。アリューシャはここで待っていていいよ」

「私は護衛です。危険がある場所と聞いて黙って待っているなんてできませんよ」

　護衛役の魔女アリューシャは呆れ顔でシュベールについていった。禁書庫のフロアの入り口には、結界がある。内部の声が外に漏れないように。内部の本が外に持ち出せないように。内部でもし魔性の存在が暴れても、外には出られないように。その結界をくぐり、分厚い扉を開けると、悲鳴が聞こえてきた。

「いやあぁん！　食べないで～～！」

　女の子の悲鳴だ。

「おや、先客がいるみたいだね」

「あっ……」

　駆け付けてみると、本棚の向こう側に、悲鳴の主がいた。魔女風のドレスローブに身を包んだ女の子だ。

　床に開かれた大きな本に、子供が気ままに筆を遊ばせたようなデフォルメのきいた漫画調の牙がずらっと生えていて、女の子の上半身は本にあむあむと齧られていた。あれは危険な書物だ。女の子は危険な書物をうっかり開いて、襲われている最中らしい。

　アリューシャは急いで短杖をふり、呪文を唱えた。

「魔性を退ける光よ！」

　短杖から眩い光がほとばしり、本が牙を消して大人しくなる。アリューシャは女の子を自分の方へと抱き寄せて、「もう大丈夫ですよ」と安心させるように微笑んだ。

「呪いを解く本を探していたら、ここって危ない本ばっかりで……」

　うるうると潤んだ目をする女の子は、年下のようだった。名前を聞くと、少し迷ってから「レメノリアです」と教えてくれる。ちょっとワケアリな雰囲気の子だった。
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片想いしてたんですか？












「た、た、助けてくれて、ありがとう。ごめんなさい。あの、あなた魔塔の人？　わ、私……ごめんなさい、ごめんなさい」

「レメノリアさん？」

　お礼まではわかるが、怯えたような謝罪の言葉はなんだろう？

　瞳に浮かぶのは、罪悪感だろうか。焦燥感だろうか。とてもおどおどしている。

「……彼女、ちょっと事情があるみたいだよ。アリューシャはちょっと席を外してもらってもいいかな。僕が少し話をしたいんだ」

　シュベールがレメノリアの目を見て、安心させるように微笑む。

　手を握り、耳元で何かをささやくと、レメノリアが「ひぅ」と喉を鳴らした。アリューシャの胸がざわりとしたのは、シュベールがまるで探していた獲物を見つけて追い詰め、相手を怯えさせているように見えたからだ。

　少し嫉妬もあるかもしれない――アリューシャは自己分析しつつ、二人の間に入った。

「シュベール様？　怖がらせていませんか？　私が……」

　可愛い子だ、と思った。

　お似合いだ、と思った。

　そんなことを考えている場合じゃない、とも思った。

　そんなタイミングで、聞き慣れた声がした。

「おーい。何やってんだ、お前たち」

　ベルゼオールだ。

　そして、彼の声を聞いた瞬間に、レメノリアが弾かれたように顔をあげ、慌てて髪や服の乱れを直している。

　とてもわかりやすい「恋する乙女な反応」で、アリューシャは不思議なほど安心してしまった。

　好きなんだ？　と思った。

　レメノリアが、ベルゼオールを。そして、自分がシュベールを。

　気付いてから、「いけない」と思った。そして、そのことは考えないようにした。






　ベルゼオールという緩衝材により、レメノリアは怯えた様子から一転して恋する乙女モードになり、シュベールに誘われるままティータイムをして、「調べ事をしてたんですけど、今日はもうやめておきます」と言って帰って行った。

　シュベールはティータイムの最中、ずっと彼女を見ていた。

　それに気付いたベルゼオールは「あいつ、もしかして惚れたのかな」なんてアリューシャに耳打ちしてきて、アリューシャの心を少しだけ刺激した。

「……どう見ても彼女はあなたに惚れてると思いますけど」

　こそっと耳打ちを返すと、「確かによく目が合う」とベルゼオールは面白がるようだった。

「俺は普段片想いしてるから、相手には優しくしてやろう」

「ベルゼオール。片想いしてたんですか？　誰に？　シュベール？」

「おい。そこでなんでシュベールが相手にあがるんだよ」






　だって、原作のブロマンスで一部のファンはそういう二次創作をして盛り上がっていたから……アリューシャは口ごもったが、シュベールはそのやり取りがツボに入ったようでしばらく笑っていた。
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暴走












　月日が過ぎていく。

　ベルゼオールをもてなす時間には、いつしかレメノリアが加わるようになっていた。

　アリューシャが見る限りだと、ベルゼオールは自分に好意の矢印を向けてくるレメノリアを「可愛い」と思って優しく接するようにしている。

　レメノリアは「ベルゼオール様の優しさは、同情的な感じがします」と言いつつも、嬉しそうだった。

　そして、アリューシャに怯えることもなくなって、仲のいい女友達みたいになっていった。






　シュベールは、仕事をこなしながら施療院と教会を行き来して、相変わらず暇がない。

「シュベール様、お休みはちゃんとお取りになってください」

「アリューシャ。僕、次の休みは遠出するよ。ついてこなくていいから、アリューシャは自由に休日を満喫してね」

　彼は、アリューシャがどんなに心配して忠言しても、言うことを全く聞かない。

　休日も危険な場所に行く彼に護衛として付いて行こうとするアリューシャの性質を理解した様子で、飛竜の背に乗って夜が明けないうちに飛んで行ってしまうのだ。

　そんなことが何度も続いて、遅れて耳に届くのは「ふらりと飛竜に乗って現れ、魔物に襲われていた村を助けた英雄シュベール」とか「単身でダンジョンに入って行き、１日で攻略して秘宝や古代書を持って出てきた」とか。

　ありえない。

「……もう！」

　何やってるんだろう、忙しくしすぎじゃないかな。

　休みはちゃんと取ってください。どうして滅多にない休日にふらっと飛んで行って英雄譚を作って帰って来てしまうんですか。

　人助けはいいことだが、原作ではこんなに無茶な過労英雄ではなかった気がする。

　ベルゼオールが変わったように、シュベールにも変化が生じているのか。









「ただいま。海底神殿を潜って探検してきたよ。いい論文が眠っていたので、これから勤務が始まるまでの時間はそれを読む」

「シュベール様！　お怪我をなさっているではありませんか」

「うん？　ああ、忘れていた。ほっとけば治るよ」

　なんて無頓着。

　呆れながらアリューシャは回復魔法を練り上げた。






　魔法は、前世で言うプログラミングにちょっと似ている。

　負傷した部位は、腰と腕。軽傷だが、出血があって、応急処置すらされていない。

　シュベールは多忙なので、無駄な時間はかけられない。一瞬で全箇所を治す――手をかざし、魔力を手のひらに集結させて――どきりとした。

　回復効果を発揮させる魔法の構成が、崩れる。勝手に魔法の効果が変わっていく。

「嘘っ？　だ、だめ！」

　慌てて手を窓の方へと逸らすと、回復魔法は炎の攻撃魔法に変わって窓の外へとファイアボールを吐き出した。

　一瞬でも遅れていたら、大変なことになっていた。怖ろしすぎる事態に、全身の血の気がさあっと引いていく。震えが止まらない。窓から吐き出された炎を見て、外で騒ぎが起きている。

　異変を感じた警備兵が「どうしましたか!?」と部屋にやってくる。

　どうしよう。どうしよう。どうしよう。

「シュベール様、も、申し訳ありませ……っ」

　ぎゅっと目を瞑って謝ったアリューシャは、言葉を途切れさせて目を開けた。

　シュベールが自分を抱きしめて、「大丈夫」と囁いてくれて、警備兵に言い訳をしてくれる。

「いやあ、ちょっと海底神殿を潜って探検してきたのだが、拾ってきた魔道具が暴走してしまったんだ。魔女さんが助けてくれなかったら危なかったな」

「シュベール様、気を付けてくださいよ」

「うんうん、ごめんね……魔女さんは、びっくりしちゃったみたいで……ちょっと休ませた方がいいかも。本当にごめんね」

　密着した体温が、熱い。心臓が騒いで、落ち着かない。

　動揺と混乱に震える背中を、シュベールがあやすようにぽんぽんと叩いてくれる。

「……しかし、魔道具が暴走するのは想定外だったんだ。魔道具は壊れてしまったのだけど……僕の見た感じだと、途中までは治癒魔法を使う構成だったのに、直前で突然攻撃魔法に組み替えられたんだよ。原因が気になるから、魔塔に報告して調べてほしいな」






　シュベールはアリューシャを庇いつつ、魔塔に調査を依頼した。

　その結果、驚くべきことが判明した。

　王都にはとても大規模な呪的な仕掛けがあったのだ。

　一定以上の出力量の魔法を攻撃的に歪めて暴走させやすくしたり、負の感情を煽ったり、負の感情エネルギーを集めたり、集めたそれらを隣国側の呪術師に利用させる。

　しかも、それが時間経過とともに力を強めて、効果範囲も広くなっていく……恐ろしい仕掛けだった。

「仕掛けについて芋づる式に出てきた情報を整理したところ、外交的に緊張関係にある隣国が仕掛けたものだった」

　精神的なショックで少しだけ熱を出したアリューシャのお見舞いに来たシュベールは、情報を共有して「だから、アリューシャは何も悪くないどころか、お手柄ということになるね。君のおかげで異変に気付けたのだから」と微笑んだ。

　そして、パスティーナという名前の小さな星の形をしたスープパスタをスプーンですくった。前世で言うお粥だ。

「あーん」

　なんと、食べさせてくれるらしい。

　夢のよう。

　熱に浮かされた脳は、「もうすぐ死ぬ運命なので、死ぬ前に神様がご褒美をくれたのでは」なんて考えて受け入れてしまう。

「食べてくれてありがとう、アリューシャ」

　少し安心したようで、けれどどこか焦っているような、根本的な心配が解決されていないというような切実な目をするシュベールを見ながら、アリューシャは眠りに落ちた。
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王都の仕掛け












　彼の心配事が解決すればいい、と思った。きっと彼の心配ごとは隣国との外交関係や、仕掛けられた呪いだ。

　だから、熱が引いてすぐ、アリューシャは仕掛けを解呪する隊に志願して、王都中を走り回った。






　霧が王都を覆い、灯籠の明かりがぼんやりと霞む夜。

　風に乗って漂う花の香りが、静かな街を包み込んでいた。

　王都に仕掛けられた呪いについては公開情報としてお触れを出していた。

　魔法は、魔塔に所属する優秀な魔法使いレベルで、かつ王城の周辺でなければ、今のところは暴走の心配はないと判断された。

　ただ、「負の感情を煽られる」というのが不安を呼び、人々は隣人との望まぬ諍いを恐れてお互いに距離を取り、家で問題が解決するのを待つようにしている。

　――人々の日常のためにも、一刻も早く解決を。

　そんな思いを抱いて同僚魔法使いたちと王都を走り回ったアリューシャは、「怪しい魔法使いがいる」という知らせを受けて急行した先でレメノリアを見つけた。






　そういえば彼女は、魔塔に所属していない。

　アリューシャはその事実に思い至りつつ、友人として過ごすうちに目撃したレメノリアの魔法の実力の高さを思った。出会った時の怯えっぷりも思い出して、ちょっと怪しいと思った。

　……怪しいから、同僚の魔法使いたちに詰問されている。

　後ろ暗いことがないなら堂々と「何も怪しいことはありません」と言えばいいのに、動揺して震えて、「ごめんなさい」と繰り返している――まるで、自分が何かいけないことをしてしまったみたい。

「レメノリア、落ち着いて、お話ししてみて。何かあったの？　私に教えて」

　まさか、と思いながら声をかけると、レメノリアは懐から短剣を取り出し、自らの首に当てた。
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何も問題ないの












　レメノリアが鋭い刃の切っ先を自分の首にあてたので、アリューシャは慌てて止めに入った。

　自害しようとするなんて、ショックだった。

「レメノリア。私はただ、あなたが何か知ってないかな、知ってることがあったら教えてほしいなって思っただけで……」

　言いかけた言葉に被せるように、レメノリアは告白した。

「私、地底の魔女アンダーグラウンドなんです」

　亜麻色の髪を振り乱し、ミモザ色の瞳に後ろ暗さを湛えて、レメノリアが長い杖を振る。

　地底とは、魔塔に所属しない異端術師たちの地下組織。禁忌の呪術を扱ったりする魔法使いたちだ。

「ですから、あなたたちとは仲良くできません……私、禁忌の魔術書にあった魔術を使っちゃいました。恋のおまじないだと思ってたんです。でも、違った。人の寿命を減らしてしまう術だった……知らなかったじゃ済まされない。私のせいでベルゼオールが……」

　それは拒絶の言葉だった。

　アリューシャは拒絶に心を痛めつつ、それでもレメノリアの手を取った。

　調査をしたおかげで、彼女に言えることがある。

「いいえ、私たち魔塔の調べによると、それはあなたのせいじゃないわ、レメノリア。……ねえ、お触れを見ていない？　呪いの仕掛けのせいよ、それ」

　レメノリアの目をしっかり見つめて捧げるのは、免罪符。

「あなたが使った魔術は、間違いなく恋のおまじないだった。でも、魔術を使った場所の近くに、悪い仕掛けがされていたんだ。そのせいで術が歪んでしまった……けど、ベルゼオールにその術はかかってないから気にしなくていいんじゃないかな」

「えっ？」

　実際には、原作にも呪いの詳細は書かれていなかった。

　だから、レメノリアが使った魔法が「本当は恋のおまじないだが、仕掛けのせいで歪んだ」のか、「恋のおまじないだと思っていたら違っていて、人の寿命を減らしてしまう術だった」のかはわからない。

　でも、ちょうど呪いがあるのだから呪いのせいにすればいい。アリューシャは、そう考えた。

「私、その時、彼の近くにいたんだ。それで、彼を」

　庇って代わりに術を受けた。そんな事実は伏せて、アリューシャは言葉を続けた。

「助けた！　私、天才だからね。術を無効にしたんだよ。だから、何も問題ないの」

「……ほ、本当に」

「あの時、騒ぎになってたでしょ？　あなたは見てなかったの？　私が彼の前に立ちふさがって杖を振ったところ」

「み……見た……」

　アリューシャは彼女を抱きしめた。

　そして「何も問題なし！　だから、あなたは無実なの」と何度も何度も繰り返した。

　真実を隠して、明るい未来だけでその思考を染めるように。
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とんでけ！












　レメノリアは、魔塔に所属しない異端術師たちの地下組織『アンダーグラウンド』に話を通して、地上の魔塔との協力を約束してくれた。

　シュベールは神聖調停者としてベルゼオールら外交官たちと一緒に国際会議を呼びかけ、隣国の仕掛けについての情報を公開し、国際社会に正義を訴えかけた。

　そして、王都では、地上と地底の魔法使いたちによる共同作戦が展開される。

　協力して隣国の仕掛けを破壊し、隣国へ呪い返しをする作戦だ。






　＊　＊　＊






　夕暮れに染まる街に、鐘が鳴る。

　同時に、都市の至るところで魔法使いたちが準備した光の花が咲き誇った。

　東方に陣取った魔法使いたちは、アリューシャの師匠である霧の魔女ミスティカの指揮に合わせて魔力を籠める。

「悪人の思い通りには、させない」

　ポピーレッド。ココアブラウン。ジャスミンイエロー。そんな光の花がふわりと広がり。

　西方に並ぶ神聖調停者たちは、精霊の加護を受けし剣を高く掲げるシュベールの号令で、気高く声を揃えて護国の祈りを唱和する。

「我らの都市を守る――我々は、こんな時のために日々研鑽を積んでいるのだ」

　ターコイズグリーン。ナイルブルー。精霊たちは、そんな光の花と舞いながら、邪悪な仕掛けを「みーつけた」と見つけていく。

　南方で地底とつながる穴から顔と杖先を出す地底の魔法使いたちは、レメノリアの「お願い！　手伝ってくださいいぃ！」という懇願に「仕方ないな」と苦笑気味。

「地底の魔法使いたちは、この国が自分たちの縄張りだと思っているのでなあ、おらたちは地底に引き篭もって生きてるが、地上もまあ、まあ平和な方がいいわけでなぁ」

　ウィスタリア・ヴァイオレット。ラベンダー・ヴァイオレット。神秘的な光は、蔦のようにしゅるしゅると伸びて街中の地面を覆った。

　北方の時計台の上から都市を一望するアリューシャは、見つけ出されて浮き上がった呪いを消すことなく、ひとつの大きなボール状にまとめあげた。

　そして、隣国に向けてボールを押し出した。

「やられっぱなしとはいかないよね。因果応報……悪意は、悪意を放った人の元にお返ししてあげよう……とんでけーーーーーっ！」






　パウダーピンク――コーラルレッド。そんな光がボールを「あっちにいけ！」とぐいぐい押して、流星が翔けるような尾を引きながら、呪いは隣国へと流れて行った。

　この後は、外交ルートでの戦いになる。

　すべて決着して「ネイブル王国が抱えていた問題が全部解決した」と言えるようになった頃、アリューシャの余命は尽きるだろう。






「……余命が尽きる前に、旅に出よう……」

　美しい呪いの流星を見送りながら、アリューシャは決意した。






　親しい者との別れは、悲しいものだ。

　自分は死ぬから悲しみが後を引かない。死んだら、それきり。悲しみも寂しさもすべてなくなり、自我は消えるからだ。

　でも、生き残った親しい人は自分が死ぬと悲しんでくれるだろう。

　それに、万一、アリューシャの死の原因が呪いで、その呪いの原因がレメノリアだとわかってしまったら？

　……そう考えると、やはり呪いのことは隠したまま、自分は旅に出て元気にどこかで生きている、ということにして、誰にも知られずひっそりと死ぬべきだと思ったのだ。

　若干一名、シュベールだけは、アリューシャの呪いに気付いてしまっていたけれど。

「シュベールはいい人だし、きっとレメノリアを守るために内緒にしてくれる……」

　それに、自分の死を悲しんでくれるだろうな。

　アリューシャは胸をおさえた。呪いのことを知ってしまったことで、秘密の共有という重荷を負わせてしまう。悲しませてしまう。

　――そう思うと、申し訳なかった。
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顛末












　事件の顛末としては、以下の通り。






　まず、仕掛けは無事に破壊されて、隣国へ呪い返しすることができた。






　ネイブル王国は、国際社会を味方につけることに成功した。

　隣国国主は隣国に呪詛を仕掛けた罪で国際的に裁かれ、交代することが決定。

　隣国は要指導国家となり、領土を周辺国家間で分けたり賠償金を支払うことになり、国力を削がれることに。

　また各国からの監視官や指導官が派遣・常駐し、国際社会でしっかり面倒を見ることに決まった。






　アリューシャは友人たちと一緒に王都の無事と政治的な安寧を祝い、しばらく身辺整理に動いたあと、旅に出ることにした。






　辞職届を提出し、王都リンドブルムの巨大な石門の外に出た時間帯は、早朝。

　旅立ちの時間は、誰にも知らせなかった。しかし、友人たちは追いかけてきた。






　漆黒の髪と菫色の瞳に小麦色の肌をした外交官ベルゼオールと、亜麻色の髪にミモザ色の瞳をした『地底の魔女』レメノリアだ。






「アリューシャ。どこへ行くんだ」

「最近、おかしいと思っていたの」






　彼らは口をそろえて「どこへ行くのか」と問いかけ、引き留めようとする。

　アリューシャは、自分の中でかつてはなかった感情が膨れ上がるのを感じた。そして。






「私、呪われていて、もうすぐ死ぬんだ！」






　言わないでおこうと決めていたのに、ついに真実を叫んでしまった。
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エンディング












『私、呪われていて、もうすぐ死ぬんだ！』

　紅玉ルビー色の長い三つ編みを揺らし、ネイブル王国の魔塔に所属する『炎の魔女』アリューシャが叫んだ。

　迷いの感情が揺れるアリューシャの若菜色の瞳の前には、愛着のある風景が広がっている。

　よく晴れた夏空の下。場所は、王都リンドブルムの巨大な石門の外。足元では、丈の長い草が風にそよいでいる。

『なんだって？　死ぬ？』

『詳しく話を……』

　驚愕と心配の表情を浮かべているのは、二人の友人。漆黒の髪と菫色の瞳に小麦色の肌をした外交官ベルゼオールと、亜麻色の髪にミモザ色の瞳をした『地底の魔女』レメノリアだ。

　ここ一年の間、少しずつ親交を深めた二人は、ひとりで旅に出ようとするアリューシャに気付いて追いかけてきてくれたのだ。

（呪いの話や余命については、言わないで旅立とうと思ってたのに。私ったら、口が滑っちゃった）

　アリューシャは口を覆い、首を横に振った。

「ごめんね。今のは忘れて……私、なんともないから」

（別れを惜しんでくれる友達ができてよかった）

「数か月くらい世界旅行して帰るよ。二人とも大袈裟だな、一生のお別れみたいな顔して追いかけてきたから、私、からかいたくなっちゃったじゃない」

　呪いを解く方法は、ない。もうすぐアリューシャは死んでしまう運命だ。

　友人たちには「元気で生きている」と思わせて、ひとりでひっそりと死のう。アリューシャは、そう決めていた。

　魔女のレメノリアと外交官ベルゼオールが競うように声を返してくる。

「アリューシャ？　でも……すぐ帰るなら、魔塔を辞める必要ないよね、休職でいいはずだもの」

「俺はおかしいと思ってたんだ。アリューシャ、お前、いつも隠し事をしてる様子だった。俺は騙されないぞ」

　アリューシャは心配そうな二人から顔を背けた。

　友人たちは、あたたかい。自分を想ってくれている。……大好きな人たちだ。

「あまり仲良くしないようにしよう」と思っていたけど、いろんな人たちと仲良くなれた。

　別れがつらい、もっと生きたい、と思ってしまった。

『……っ』

　アリューシャの心に切なさの波紋が生まれた。胸の奥にしまい込んでいた感情が、次から次へとあふれ出す。かなしい。つらい。死にたくない。

　泣いちゃダメ。そんなことを想っちゃダメ。なんでもないよって顔で、二人を振り切って逃げちゃおう。自分を叱咤しつつ、アリューシャが一歩踏み出そうとした時――、

「アリューシャ！」

　たった一言で、善良な人柄が伝わるような。夏の暑気をやわらげて爽快さを感じさせてくれるような。日なたを、さらにパァッと明るく感じさせてくれるような。

　そんな美しく、凛とした青年の声がした。

「……シュベール様！」

　ヒマワリのような黄金色の髪に、空色の瞳をした美青年は、純白のマントをひらりと翻してアリューシャを後ろから抱きしめた。

　ヒーローは遅れてやってくる。そんな異世界のお約束を体現するかのように、アリューシャにとって特別な存在――精霊に愛され、真実を見つける瞳を持つ『神聖調停者』シュベールが駆け付けたのだ。






　＊　＊　＊






「アリューシャ！　君は死なないよ」






　優しい声が必死な様子で言って、全身があたたかな光に覆われる。

　これは、神聖魔法だ。アリューシャは魂が洗われるような心地よさに全身の力を抜いた。






「解呪の方法をずっと探して、研究していた。でも、なかったから自分で開発してきた」

「えっ？」






　なんて天才ぶり。

　居合わせた全員が目と耳を疑う中、シュベールはアリューシャの体を自分の方へ、仲間たちの方へと向かせ、太陽のように笑った。






「もっと早く言えたらよかったんだけど、解呪できなかった時にがっかりさせてしまうと思って、確実性が高くなってから言いたかったんだ。こんなにぎりぎりになってしまって……すまない」






　君の呪いは、解けたよ。






　爽やかに、自信満々に、シュベールが言う。

　世界に愛されし主人公オーラをキラキラさせて、「君はこれから幸せになるんだよ」と当たり前みたいに言ってくれる。






「みんなと帰ろう。死なないからこれからはもっと遠慮なく仲良くなってほしい」






　仲間たちが駆け寄ってきて、アリューシャを囲む。

　これから、新しい人生が再スタートするのだ。
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